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 1.  はじめに 
 1.1 計画策定の趣旨 

函館市では、平成 27（2015）年度から令和 6（2024）年度までを計画期間とする「函館市地域公共

交通網形成計画」を策定し、まちづくりと一体となった持続可能な公共交通網の構築に取り組んでき

ました。 

そうした中、令和 2（2020）年 11 月に、地域公共交通に関する法令が改正され、「まちづくりと連

携した公共交通ネットワーク形成」に加え、地域の多様な輸送資源についても最大限活用する取組を

盛り込むことで持続可能な地域旅客運送サービスの提供を確保する考えが位置付けられた「地域公共

交通計画」の策定が自治体の努力義務とされました。 

また、人口減少や少子高齢化が加速度的に進行している中、新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り、公共交通事業を取り巻く環境はより一層厳しさを増し、公共交通の需要低迷が深刻化しています。 

以上の背景を踏まえて、効果的に交通機関相互の連携を図りながら、地域住民の生活などを支える

持続可能な交通体系を構築するため、地域の公共交通政策のマスタープランとなる「函館市地域公共

交通計画」を策定します。 

 

 1.2 計画の区域 

本計画は、函館市全域を対象区域とし、下図のとおり市内を 6 つに区分します。 

 
 

 1.3 計画の期間 

本計画の計画期間は、令和 6（2024）年度～令和 10（2028）年度の 5 年間とします。 
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 2.  計画の位置付け 
本章では、市が策定している上位計画や関連計画を示すほか、地域公共交通に関する国の法制度や関

連計画、施策、北海道の関連計画を示し、本計画の位置付けを整理します。 

 

 2.1 函館市における上位・関連計画 

函館市が策定している地域公共交通に関わる上位・関連計画を以下に整理します。 

 

(1) 過去の地域公共交通関連計画 

平成 27（2015）年 11 月に策定された「函館市地域公共交通網形成計画」、平成 31（2019）年 3

月に策定された同計画の「再編実施計画 2019～2021」、およびそれら計画の短期評価（平成 30

（2018）年 3 月）、中間評価（令和 4（2022）年 2 月）について整理しました。 

 

表 2-1 函館市における過去の地域公共交通関連計画一覧 

No 計画名 策定年月 計画期間 計画の目的 

1 

函館市地域

公共交通網

形成計画 

平成 27 

(2015) 

年 11 月 

平成 27 

(2015)年度 

～ 

令和 6 

(2024)年度 

「新函館市総合計画」をはじめ「函館市都市計画マスタープラ

ン」や「函館市中心市街地活性化基本計画」のほか、まちづくり

や観光などに関する関連計画と調和が保たれたものにするととも

に、「函館市地域公共交通総合連携計画」の考え方を踏襲し、まち

づくりと連携しながら、鉄道、市電、タクシーの機能を維持する

ことを前提としつつ、バス路線網の再編や基盤整備等による利用

環境の改善など、バス交通を中心とした施策を実施するとともに、

効果的に交通機関相互の連携を図りながら、誰もがわかりやすく、

便利で利用しやすい、将来にわたって持続可能な公共交通網の構

築をめざします。 

2 

函館市地域

公共交通網

形成計画 

［再編実施

計画 2019-

2021］ 

平成 31 

(2019) 

年 3 月 

平成 31 

(2019)年度 

～ 

令和 3 

(2021)年度 

網形成計画において設定した実施施策のうち、「地域公共交通再

編事業」として位置づけられた、バス路線網の再編に関する施策

およびそれに併せて行う施策について、その具体的な事業の内容

を示し、形成計画の推進を図ることを目的とします。 

 

表 2-2 函館市地域公共交通網形成計画に対する評価一覧 

No 計画名 公表年月 評価の趣旨 

1 

函館市地域公共 

交通網形成計画 

の検証・評価 

＜短期（2 年目）＞ 

平成 30 

(2018)年 

3 月 

計画期間を通じた長期的な PDCA、および計画期間の中間で評価・見直し

を行う中期的な PDCA の実施により、実施施策の進捗状況把握および評価指

標に基づく取組みの評価・検討を行い、さらに、2 年を目途に、実施施策毎

の進捗状況を把握し、効果的・効率的に実施されているかどうかを評価し、

必要に応じ、実施施策の見直しを行うこととしています。 

2 

函館市地域公共交 

通網形成計画 

の中間評価 

令和 4 

(2022)年 

2 月 

再編実施計画の最終年度を迎え、計画期間の中間で評価・見直しを行う中

期的な PDCA を実施することにより、実施施策の進捗状況の把握および評価

指標に基づく取組みの評価・検討を行い、実施施策毎の進捗状況を把握し、

効果的・効率的に実施されているかどうかを評価し、必要に応じ、実施施策

の見直しを行うこととしています。 
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1) 函館市地域公共交通網形成計画 

計画名 策定主体 

函館市地域公共交通網形成計画 函館市 

計画期間 策定・改訂年月 

平成 27（2015）年度～令和 6（2024）年度 平成 27（2015）年 11 月 

基本理念 

・ 

基本的な

方針 

【基本理念】 

まちづくり，観光振興と一体となった将来にわたって持続可能な公共交通網の構築 
【基本的な方針】 

Ⅰ まちづくりや観光振興との一体性の確保 

Ⅱ 地域特性に応じた効率的で利便性の高い公共交通網の形成 

Ⅲ 地域全体を見渡した総合的な公共交通網の形成 

Ⅳ 市民の協力を含む関係者の連携 
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主要施策 

および 

実施施策 

【主要施策および実施施策】 
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2) 函館市地域公共交通網形成計画［再編実施計画 2019-2021］ 

計画名 策定主体 

函館市地域公共交通網形成計画［再編実施計画 2019-2021］ 函館市 

計画期間 策定・改訂年月 

平成 31（2019）年度～令和 3（2021）年度 平成 31（2019）年 3 月 

計画の 

趣旨・ 

・網形成計画において設定した実施施策のうち，「地域公共交通再編事業」として位置づ

けられた，バス路線網の再編に関する施策およびそれに併せて行う施策について，その

具体的な事業の内容を示し，形成計画の推進を図ることを目的とする。 

取組みの 

方向性 

・網形成計画における４つの基本的な方針のうち、地域公共交通再編事業に関する２つの

基本的な方針を取組みの方向性として位置付け 
Ⅰ まちづくりや観光振興との一体性の確保 

Ⅱ 地域特性に応じた効率的で利便性の高い公共交通網の形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業内容 

（1）バス路線網の再編 
・①バス路線網の再編 

・②系統番号の見直し 

（2）交通結節機能の強化 
・①交通拠点の整備 

（3）待合環境の改善 
・①停留所等の上屋整備 

（4）目的に応じたダイヤの設定 
・①始発・終発時刻の延長等 

（5）地区特性に応じた運行形態への見直し 
・①東部地区バスの運行形態の見直し 
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3) 函館市地域公共交通網形成計画の検証・評価＜短期（2 年目）＞ 

計画名 策定主体 

函館市地域公共交通網形成計画の検証・評価＜短期（2 年目）＞ 函館市生活交通協議会 

計画期間 策定・改訂年月 

－ 平成 30（2018）年 3 月 

実施施策

の 

進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

数値目標 

に関する 

達成状況 
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全体の考察 

本計画において設定した１３項目２４の実施施策のうち、１３項目２０の施策について、着手また

は実施中であり、約８割の施策に着手しています。 

本計画の中心施策であるバス路線網の再編については、当協議会において、特にワーキンググルー

プ会議において協議を進めてきたところであり、利用者、バス事業者双方にとって、大きな変革とな

ることから、関連する交通拠点の整備などとともに、今後慎重に、その実現に向け協議を進めていく

必要があります。 

また、本計画において設定した施策内容が完了したものとして、ＩＣカードの導入、ノンステップ

バスの導入の促進、低床電車の導入の促進の３つが挙げられますが、ＩＣカードについては、さらな

る利便性の向上に向けた利用率の向上およびＩＣカードシステムの導入によって得られるビッグデ

ータの活用、ノンステップバス、低床電車の導入促進についても、各事業者による、継続的な導入が

期待されます。 

一方、未実施の事業は４つあり、バス路線網の再編に含んで行う施策またはバス路線網の再編後に

着手することが望ましい施策であり、当面の間、バス路線網の再編と併せた施策の推進に努める必要

があります。 

■未実施施策 

【バスレーンの導入】 

【公共車両優先システム(PTPS)の導入】 

【デマンド方式の導入】 

【マップの作成】 

計画策定後２年が経過し、設定した実施施策に着実に取り組んでいるところであり、引き続き、これ

ら実施施策に取り組むことにより数値目標の達成に向けた効果の発現が期待されます 
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4) 函館市地域公共交通網形成計画の中間評価 

計画名 策定主体 

函館市地域公共交通網形成計画の中間評価 函館市生活交通協議会 

計画期間 策定・改訂年月 

－ 令和 4（2022）年 2 月 

実施施策

の 

進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

数値目標 

に関する 

達成状況 
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全体の考察 

本計画において設定した１３項目２４の実施施策のうち、１３項目２０の施策について、着手また

は実施中であり、約８割の施策に着手しています。 

本計画の中心施策であるバス路線網の再編については、利用者、バス事業者双方にとって、大きな

変革となることから、協議会およびワーキンググループ会議での協議を経て、段階的に事業を進めて

おり、令和４(2022)年度には、交通拠点を活用した美原エリアゾーンバスシステムの導入を予定する

など、今後も状況を見極めた施策の実施に向け、慎重に協議を進め、事業を実施していく必要があり

ます。 

また、本計画において、施策が完了したものとして、系統番号の見直し、交通拠点の整備（美原の

み）、ＩＣカードの導入、ノンステップバスの導入の促進、低床電車の導入の促進の５つが挙げられ

ますが、わかりやすい路線網と誰もが利用しやすい公共交通のため、交通拠点のさらなる活用をはじ

め、ＩＣカードシステムの導入によって得られるビッグデータの活用、各事業者によるノンステップ

バスおよび低床電車の継続的な導入が期待されます。 

一方、未実施の事業は４つあり、今後、バス路線網の再編と併せた施策の推進に努め、さらにコロ

ナ禍の影響を大きく受けた、路線バス利用者数や乗合バス事業収支率の数値目標に対する現状を踏ま

えた分析を行い、公共交通維持に向けた施策の見直しを検討する必要があります。 

■未実施施策 

【バスレーンの導入】 

【公共車両優先システム(PTPS)の導入】 

【デマンド方式の導入】 

【マップの作成】 

 

⇒これらの評価結果を踏まえ、引き続きわかりやすいバス路線網の構築と、誰もが利用しやすい

公共交通の確立等を目指し、本計画においては、施策の更なる推進や、必要に応じた施策の見

直しを図ることとします。 
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(2) 上位関連・計画 

函館市の上位・関連計画（函館市総合計画（平成 29(2017)～令和 8(2026)年度）、都市計画マス

タープラン（平成 23(2011)～令和 12(2030)年度）、立地適正化計画（平成 30(2018)～令和 12(2030)

年度）等）について、まちづくりが目指す全体像と、その中での地域公共交通の位置付け（求めら

れている役割）に着目して整理しました。 

 

表 2-3 函館市における上位・関連計画における地域公共交通の位置付け 

No 計画名 策定年月 計画期間 地域公共交通の位置付け（主要なもの） 

1 

函館市 

総合計画 

基本構想 

平成 29 

(2017) 

年 3 月 

平成 29 

(2017) 

年度 

～ 

令和 8 

(2026) 

年度 

基本目標と施策の体系 

基本目標１ まちの賑わいを再生し未来へ引き継ぎます 

基本目標２ 子ども・若者を育み希望を将来へつなぎます 

基本目標３ いつまでも生き生きと暮らせるまちをめざします 

基本目標４ 日本一魅力的なまち函館を次世代へ継承します 

基本目標５ 持続可能な都市の基盤を構築します 

⇒「基本目標５ 持続可能な都市の基盤を構築します」 

人口が減少しても、日常生活に必要なサービスの低下をできる限り抑

制し、市民生活の利便性を維持するため、行政は、効率的かつ効果的な

行政運営を推進し、市民等は、地域のために自らが行動しなければなり

ません。 

こうした状況を踏まえ、市民生活の利便性と都市経営との調和を図

り、長期的な視点で、生活道路や上下水道といった社会基盤施設の機能

維持、公共交通の再編、自然環境の保全などに取り組むとともに、突然

襲ってくる自然災害から生命や財産を守り災害によるリスクを可能な限

り軽減するよう防災対策を充実します。 

1’ 

函館市 

総合計画 

基本構想 

実施計画 

(第 2 期 

函館市活性化 

総合戦略) 

令和 2 

(2020) 

年 3 月 

令和 2 

(2020) 

年度 

～ 

令和 6 

(2024) 

年度 

施策の方向性 

基本目標１ 市民一人ひとりの幸せを大切にします 

基本目標２ 函館の経済を支え強化します 

基本目標３ 快適で魅力あるまちづくりを進めます 

⇒「基本目標３ 快適で魅力あるまちづくりを進めます」の「④ 公共交

通の充実」 

《主な事業》 

●バス路線網の再編 

美原地区路線バス乗降場の整備および同地区におけるゾーンバスシス

テムの導入を進めるほか、誰もがわかりやすく利用しやすいバス路線網

への再編に取り組みます。 

●市電の線路、安全地帯等の改良や車両購入 

輸送の安全確保はもとより、便利で、快適で、定時性を保ったサービ

スの提供をめざし、線路や電路、車両、安全地帯の更新・改良を実施す

ることにより、観光客や多くの市民の利用促進につなげます。 
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No 計画名 策定年月 計画期間 地域公共交通の位置付け（主要なもの） 

2 

函館市 

都市計画 

マスタープラ

ン 

平成 23 

(2011) 

年 12 月 

平成 23 

(2011) 

年度 

～ 

令和 12 

(2030) 

年度 

まちづくりの方針 

１ 土地利用の方針 

２ 都市施設整備の方針 

３ 都市環境の方針 

⇒「２ 都市施設整備の方針」の「(2) 公共交通」の「② 路面電車・路線

バス等」 

市街化区域においては、公共交通利用者の利便性を確保するため、拠

点間を効率的に移動できるとともに生活利便施設などへ容易にアクセス

できる、バス路線網の再構築と地域循環バスの拡充について検討しま

す。 

市街化調整区域や東部地区などにおいては、高齢者などの交通弱者を

はじめとする、公共交通利用者の足の確保に対応した、安定的な移動手

段が確保されるよう、地域特性に応じた持続可能な公共交通網の構築を

検討します。 

路面電車・バス・鉄道などの円滑な乗り継ぎが可能となる乗換ターミ

ナル等の整備を検討し、公共交通の有機的なネットワーク化を進めま

す。 

高齢者、障がい者等が都市内を円滑に移動等できるよう、低床電車や

低床バスを導入するほか、停留所のバリアフリー化を進めるとともに、

利用者の快適性を確保するため、停留所の上屋設置を推進します。 

自家用車利用から公共交通利用への転換を図るため、都市内を円滑か

つ手軽に移動できるよう、路面電車延伸、パークアンドライド、公共交

通料金均一化等のマルチモーダル施策の検討を進めます。 

3 

函館市 

立地適正化 

計画 

平成 30 

(2018) 

年 3 月 

平成 30 

(2018) 

年度 

～ 

令和 12 

(2030) 

年度 

第４章 立地適正化計画 

４-１ 立地の適正化に関する基本的な方針 

(4) 実現に向けた施策の方向性 

方針１.効率的で持続可能なまちづくりの推進 

方針２.公共施設等の総合的かつ計画的な管理の推進 

方針３.将来にわたって持続可能な公共交通網の構築 

⇒「４-１ 立地の適正化に関する基本的な方針」の「(4) 実現に向けた施

策の方向性」の「方針３」 

・誰もがわかりやすく、便利で利用しやすい、将来にわたって持続可能

な公共交通網の構築に必要な取組を進めます。 

４-４ 公共交通ネットワーク 

(1) 公共交通ネットワークの考え方 

本市における公共交通ネットワークについては、「函館市地域公共交

通網形成計画」に基づき、各種取組を推進していることから、本計画に

おける公共交通ネットワークの考え方についても同様とします。 
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No 計画名 策定年月 計画期間 地域公共交通の位置付け（主要なもの） 

4 
函館市 

観光基本計画 

平成 26 

(2014) 

年 4 月 

平成 26 

(2014) 

年度 

～ 

令和 5 

(2023) 

年度 

第２章 観光の現況と課題 

３ 函館観光の見通し 

（３） 観光行動の見通し 

・北海道新幹線の開業や新規航空路線の就航、高速道路網およびふ頭の

整備など、本市への交通アクセスの利便性がより一層向上することに

より、国内外の主要都市・地域からの移動がこれまで以上に容易にな

ることから、移動手段の多様化や広域移動の増加が予想されます。 

第４章 施策 

２ 施策および具体的取り組み 

○市内における観光情報の充実 

・バス、路面電車における観光情報の提供（実施時期：前期） 

○交通アクセス環境の整備 

・高速交通ネットワークの整備促進（実施時期：前期） 

・駐車場情報の提供（実施時期：前期） 

・バスの利便性の向上（実施時期：前期） 

・路面電車の利便性の向上（実施時期：通期） 

・タクシーの利便性の向上（実施時期：通期） 

○周遊性の向上 

・移動支援手段の充実（実施時期：前期） 

5 

第 9 次函館市

高齢者保健福

祉計画 

第 8 期函館市

介護保険事業

計画 

令和 3 

(2021) 

年 3 月 

令和 3 

(2021) 

年度 

～ 

令和 5 

(2023) 

年度 

第４章 施策の展開 

基本方針Ⅰ 地域の支え合いの推進 

基本施策１ 共に支え合う地域づくりの推進 

（3）高齢者の日常生活支援体制の充実・強化 

 イ 東部地区外出支援サービス 

基本方針Ⅱ 自立した生活を送ることができる環境の整備 

基本施策５ 主体的な社会参加の促進 

（2）生涯学習・スポーツ活動の推進 

 ア 社会参加の促進 

 (イ)高齢者交通料金助成事業の実施 

基本施策６ 暮らしやすいまちづくりの推進 

（3）福祉のまちづくりの推進 

 ウ 公共交通の利便性向上 

・買い物や通院などの市民生活に欠くことができない公共交通につい

て、将来にわたって持続可能な公共交通網を構築するため、効率的で

分かりやすいバス路線網への再編を進めます。 

・また、高齢利用者の利便性、安全性の向上を図るため、ユニバーサルデ

ザインタクシーや超低床ノンステップバス、低床電車の導入を促進し

ます。 

  



13 

 

 2.2 国の関係法令・関連計画 

地域公共交通に関わる国の法制度や関連計画は以下のとおりです。 

表 2-4 国の関係法令や関連計画（1/2） 

計画名 概要 

交通政策基本法 
 
■平成25（2013）年 

12月4日公布・施行 

【目的】 
交通に関する施策について、基本理念やその実現を図るための基本事項を定めるとともに、国や

地方公共団体の責務等を明らかにすることにより、交通安全対策基本法と相まって、交通に関する
施策を総合的かつ計画的に推進し、国民生活の安定向上や国民経済の健全な発展を図ることを目的
としています。 

【概要】 
○交通施策の推進に当たっての基本的認識 
・「交通」が以下を実現する機能を将来にわたって発揮できるように、国民等の交通に対する基本的

な需要が適切に充足されることが重要です。 
①国民の自立した日常生活及び社会生活の確保 
②活発な地域間交流及び国際交流 
③物資の円滑な流通 

○交通の機能の確保及び向上 
・近年の急速な少子高齢化の進展等の社会経済情勢の変化に対応し、「交通」が、「豊かな国民生活

の実現」や「国際競争力の強化」、「地域の活力の向上」に寄与するとともに、大規模災害にも的
確に対応できるようにします。 

○地方公共団体等の責務および関係者の連携・協力 
・「地方公共団体」は、交通に関して、国との適切な役割分担を踏まえて、自然的・経済的・社会的

な諸条件に応じた施策を策定し、実施する責務を有する。また、情報提供等により、住民等の基
本理念に関する理解を深めて、協力を得るよう努めます。 

・「交通関連事業者及び交通施設管理者」は、その業務を適切に行うよう努め、国や地方公共団体が
実施する交通に関する施策に協力するように努めます。また、業務を行うに当たって、当該業務
に係る正確かつ適切な情報の提供に努めます。 

・国、地方公共団体、交通関連事業者、交通施設管理者、住民等の関係者は、基本理念の実現に向
けて、相互に連携を図りながら協力するよう努めます。 

○交通政策基本計画の策定 
・政府は、交通に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、交通施策の基本的な方針や目

標、施策等を示した「交通政策基本計画」を定めなければなりません。 

地域公共交通の活性化及び
再生に関する法律 
 
■令和2（2020）年 

6月3日一部改正 
・同年11月27日施行 

 

【目的】 
地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保に資するよう地域公共交通の活性化及び再生のた

めの地域における主体的な取組及び創意工夫を推進し、もって個性豊かで活力に満ちた地域社会の
実現に寄与することを目的とします。 

【概要】 
○地域が自らデザインする地域の交通 
・地方公共団体による「地域公共交通計画」（マスタープラン）の作成を努力義務化 

-従来の公共交通サービスに加え、地域の多様な輸送資源（自家用有償旅客運送、福祉輸送、ス
クールバス等）の活用も計画に位置付け 

-定量的な目標（利用者数、収支等）の設定、毎年度の評価等を行うことでデータに基づく
PDCA サイクルの運用を強化 

○地域の移動ニーズにきめ細かく対応できるメニューの充実 
・輸送資源の総動員による移動手段の確保 

-路線バス等の維持が困難と見込まれる際に、地方公共団体が関係者と協議してサービス継続の
ための実施方針を策定し、従前の路線バス等に代わる地域に最適な旅客運送サービスの継続を
実現 

-過疎地等で市町村等が行う自家用有償旅客運送について、バス・タクシー事業者が運行管理、
車両整備管理で協力する制度を創設し、運送の安全性を向上させつつ、実施を円滑化するとと
もに、地域住民のみならず観光客を含む来訪者も対象として明確化し、インバウンドを含む観
光ニーズへも対応 

・既存の公共交通サービスの改善の徹底 
-「地域公共交通利便増進事業」を創設し、路線の効率化のほか、「等間隔運行」や「定額制乗り

放題運賃」、「乗継ぎ割引運賃」等のサービス改善を促進 
-MaaS に参加する交通事業者等が策定する新モビリティサービス事業計画の認定制度を創設し、

交通事業者の運賃設定に係る手続をワンストップ化 



14 

 

 

表 2-5 国の関係法令や関連計画（2/2） 

計画名・計画期間 概要（関連部分抜粋） 

第２次交通政策基本計画 

 

■計画期間 

令和3(2021)年度～ 

令和7(2025)年度 

【今後の交通政策の基本的方針】 
A．誰もが、より快適で容易に移動できる、生活に必要不可欠な交通の維持・確保 
B．我が国の経済成長を支える、高機能で生産性の高い交通ネットワーク・システムへの強化 
C．災害や疫病、事故など異常時にこそ、安全・安心が徹底的に確保された、持続可能でグリーンな交通の実現 

【目標・施策】 
A．誰もが、より快適で容易に移動できる、生活に必要不可欠な交通の維持・確保 
目標① 地域が自らデザインする、持続可能で、多様かつ質の高いモビリティの実現 
・地域公共交通の維持確保の取組 
・MaaSの全国での実装 
・多様なニーズに応えるタクシー運賃 等 
目標② まちづくりと連携した地域構造のコンパクト・プラス・ネットワーク化の推進 
・まちづくりと公共交通の連携強化 
・徒歩、自転車も含めた交通のベストミックス実現 
・スマートシティの創出 等 
目標④ 観光やビジネスの交流拡大に向けた環境整備 
・地域での快適な移動環境整備 等 

北海道 新広域道路交通
ビジョン・計画 
 
■計画期間 
策定年の 
令和3（2021）年から概
ね20～30年間 

「第1 章 北海道新広域道路交通ビジョン」の「2.地域の将来像」 
①地域間の相互連携の強化，②食料供給地域としての持続的発展，③観光立国北海道の実現， 
④北海道の強靱化や国全体の強靱化への貢献，⑤高次都市機能の最大化 

【広域的な道路交通の基本方針】 
1.広域道路ネットワーク計画 
・圏域中心都市間の高規格道路や圏域中心都市と地方部の市街地を結ぶ道路ネットワークの強化 など 
2.交通・防災拠点計画 
・札幌都心部や圏域中心都市、地方部の市街地における交通結節機能の強化 など 
3.ICT 交通マネジメント計画 
・データを蓄積・活用し、道路交通に関連する様々な課題の解消に向けた取組の高度化 
・新たな技術とインフラ整備を連動させた交通マネジメントの高度化 など 
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 2.3 北海道の関連計画 

北海道が策定している地域公共交通に関わる上位・関連計画は以下のとおりです。 

 

表 2-6 北海道の関連計画（1/4） 

計画名・計画期間 計画内容（関連部分抜粋） 

北海道総合計画 
 
■計画期間 
平成28（2016）年度～
令和7（2025）年度 

【基本姿勢】 
・強い意志と行動力を基本に、直面する難局を切り拓く 
・潜在力のある地域資源を活かし、世界に飛躍する 
・道民との協働で、人と地域の未来を創る 

【将来像】 
①地域全体で支える「子育て環境・最適地」，②北国で心豊かに暮らせる安全・安心社会， 
③豊かな自然と共生する「環境先進モデル・北海道」， 
④世界に広がる“憧れのくに”北海道ブランド，⑤北海道の潜在力を活かす地域経済の循環， 
⑥北の大地を力強く切り拓く豊富な人材，⑦北海道ならではの個性あふれる地域 

【政策展開の基本方向】 
「分野３：人･地域  地域を支える人と基盤を創る」 
「政策の柱（７）持続可能な社会・経済を支える社会資本の整備」 
■連携と交流を支える総合的な交通ネットワークの形成 
・人口減少や高齢化の一層の進行など、本道の交通を取り巻く状況が大きく変化する中、住み慣れた地域

で安全・安心・豊かに生活することができるよう、道路網や都市内交通環境の充実を図るとともに、住
民の暮らしに欠かせない地域交通の安定的な確保に向けては、国の支援制度を最大限活用しながら、国
をはじめ市町村や交通事業者等と緊密に連携し、地域の実情に応じた公共交通ネットワークの構築に取
り組みます。 

・交通インフラ整備と自動運転やMaaS等との連動のほか、交通事業者をはじめとする幅広い関係者が相
互に連携・協力できる環境を整えながら「運輸連合」に向けた検討を進めるなど、利便性が高くストレ
スのない公共交通の実現に向けて取り組みます。 

第２期北海道創生総合戦
略（改訂版） 
 
■計画期間 
令和2（2020）年度～ 
令和6（2024）年度 

【基本戦略】 
1 一人ひとりの希望がかない、誰もが活躍できる社会 
2 人口減少下においても、幸せに暮らし続けることのできる社会 
3 北海道の優位性・独自性を活かして経済・産業が活性化し、いきいきと働ける社会 
4 北海道に住みたくなる、戻りたくなる魅力にあふれた社会 
5 地域創生を支える多様な連携 

【主な政策】 
2 人口減少下においても、幸せに暮らし続けることのできる社会 
③地域を支える持続的な交通ネットワークの構築 
・北海道交通政策総合指針に基づき、地域の暮らしや産業経済を支える安定的かつ持続的な交通・物流ネ

ットワークの確保に向け、MaaS の展開による交通の利便性向上や、幹線やラストワンマイルでの共同
輸送など、地域関係者をはじめ、交通・物流事業者等と一体となった取組を進める。 

・地域住民の交通手段として必要不可欠な鉄道やバス、離島航路・航空路などを維持・確保するため、国
や市町村との役割分担のもと、必要な支援措置を講ずる。 

・集落の維持・活性化に資するコミュニティバスなど地域の実情に応じた地域交通の確保のための取組を
促進する。 

 

  



16 

 

 

表 2-7 北海道の関連計画（2/4） 

計画名・計画期間 計画内容（関連部分抜粋） 

北海道交通政策総合指針 
 
■計画期間 
平成30（2018）年度～
令和12（2030）年度 
 

【交通ネットワーク形成の基本的な考え方】  
①世界をつなぐ：グローバル化に対応した交通・物流ネットワークの充実・強化 
②競争と共生：事業者等の連携による移動の円滑化・輸送効率化の促進 
③地域を支える：人・地域を支える持続的なネットワークの構築 
④リスクに備える：災害に強く、生産性の高い交通・物流の実現 

【具体的な施策の展開】 
2020 年度までの集中的な施策（重点戦略）：①インバウンド加速化戦略 
・方策9：積極的な交通情報の提供 
・方策12：新たな観光ルートの創出・活用 
2020 年度までの集中的な施策（重点戦略）：③シームレス交通戦略 
・方策4：公共交通の利用定着に向けた住民の意識改革 
2020 年度までの集中的な施策（重点戦略）：④地域を支える人・モノ輸送戦略 
・方策11：人材の確保・育成や働き方改革の推進 
2030 年度までの長期的な施策：②競争と共生 
・④交通機関相互の連携強化による利便性の高い移動の実現 
・⑤新技術の活用と環境負荷の低減 
2030 年度までの長期的な施策：③地域を支える 
・①まちづくりと連携した持続的な交通ネットワークの構築 
・②安定した地域交通の確保 

北海道交通政策総合指針
重点戦略 
【2021-2025】 
 
■計画期間 
令和3（2021）年度～ 
令和7（2025）年度 

【重点戦略の構成】 
①シームレス交通戦略，②地域を支える人・モノ輸送戦略，③インバウンド加速化戦略， 
④国際物流拡大戦略，⑤災害に強い交通戦略，⑥ウィズコロナ戦略 

【めざす姿】 
・将来における地域交通の確保や利便性の向上のため、交通事業者間の連携を一層強化 
・MaaS 等デジタル技術の活用により、多様な事業者で提供するサービスをシームレス化 
・人・モノ・サービスの一体的・効率的な仕組みの構築により、移動や輸送の質を高める 
・道民の安全･安心な暮らしや経済活動を支え、本道に活力をもたらす公共交通を実現する 

【具体的な取組】 
①シームレス交通戦略 
・連携の促進・強化：関係者が一体となった最適な交通ネットワークの構築に向けた連携体制 
・利便席の向上：使いやすさとわかりやすさ、交通結節機能の強化 
・利用の促進：地域全体で自らが「乗って守る」という意識の喚起 
②地域を支える人・モノ輸送戦略 
・人・モノ・サービスの一体的・効率的な仕組みの構築：移動・輸送効率の最大化と地域全体で考える地

域交通の将来像 
・サービスの担い手となる輸送人材の確保・育成：交通・物流を担う人材の確保・育成、労働環境の改善 
③インバウンド加速化戦略 
・観光客の周遊：交通アクセスの向上や受入体制の充実、新たな観光資源を活かした全道周遊の促進 
⑥ウィズコロナ戦略 
・新たな日常を支えるデジタル化の積極的な活用：デジタル化の活用によるサービスの向上 
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表 2-8 北海道の関連計画（3/4） 

計画名・計画期間 計画内容（関連部分抜粋） 

新・ほっかいどう社会資
本整備の重点化方針 
 
■計画期間 
平成29（2017）年度～
令和9（2027）年度 

【重視すべき視点】 
【生活・安心】いつまでも元気で心豊かに安心して暮らす地域づくり 
【経済・産業】本道の強みを活かし持続的な経済成長を実現する地域づくり 
【人・地域】人と地域を支える基盤づくり 

【政策の柱】 
④地域の特色を活かした産業の活性化 
・本道観光の成長を支える外国人観光客を更に増加させるため、道内空港への国際航空路線の誘致及び空

港機能の強化を図ります。 
⑤グローバル化に対応した活力ある社会の構築 
・市町村が様々な行政サービスを持続的に提供できるよう、地域の実情や特性に応じた広域連携に取り組

むとともに、大都市機能の活用、国内外との連携・交流の促進や、広域連携を支える交通・情報ネット
ワークの形成を進めます。 

⑥持続可能な社会・経済を支える社会資本の整備 
・新幹線や海外との航路・航空路の拡充により期待される国内外との人流・物流の拡大を一層促進するた

め、北海道新幹線の札幌延伸に向けた整備促進や新千歳空港の国際拠点空港化の促進をはじめ、鉄道、
航空路、航路といった基幹的な交通ネットワークや交通基盤の充実を図るとともに、冬期間を含めた道
外との安定的な高速交通アクセスを確保するなど、戦略的な交通ネットワークの構築を図ります。 

第11次北海道交通安全
計画 
 
■計画期間 
令和3（2021）年度～ 
令和7（2025）年度 

「第１章 交通安全計画について」の「2 計画の基本理念」の「（6）公共交通機関等における一層の安全
の確保」 

・公共交通機関等の一層の安全を確保するため、保安監査の充実・強化を図るとともに、事業者が社内一
丸となった安全管理体制を構築・改善する 

【施策の柱と重点課題】 
重点課題１ 高齢化社会を踏まえた総合的な対策 
・高齢者の方々が住みなれた地域で安心して暮らせるよう、通院や買い物など日常生活を支える交通サー

ビスを地域の実情に応じて整備していくため、市町村などと連携し、デマンド交通の導入などを進める
など、総合的な交通政策を推進する 

第5期北海道観光のくに
づくり行動計画 
 
■計画期間 
令和3（2021）年度～ 
令和7（2025）年度 

【特に注力していく施策展開の方向性】 
観光インフラの強靱化 
・MaaS等シームレス交通の全道展開 
・鉄道の輸送機能等の充実 
・交通ネットワークの利便性向上に取り組む 
・道内観光地間を快適に移動できる二次交通の形成 
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表 2-9 北海道の関連計画（4/4） 

計画名・計画期間 計画内容（関連部分抜粋） 

函館圏の都市交通マスタ
ープラン 
 
■計画期間 
令和4（2022）年度～ 

令和22（2040）年度 

【函館圏の取り組むべき施策の方向性】 
 計画理念  

新たな活力を生む持続可能なネットワーク 
地域が有するポテンシャルが発揮されるまちづくり 

【公共交通の施策の展開】 
 施策４ 需要が見込まれるエリアでの路線確保 
  ・バス路線網再編の推進 
  ・まちに人がでかける施策 
  ・公共交通利用の転換を促す取組みの検討 
 施策５ 乗換利便性向上と路線確保に向けた新たな交通サービスの提供 
  ・北海道新幹線利用を高めるための駅アクセスの充実 
  ・モビリティマネジメント・交通需要マネジメント施策の推進 
  ・乗換場所の環境改善 
  ・乗換拠点の結節改善・シームレス化 
  ・JR 駅への早朝・夜間アクセス向上 
 施策６ 公共交通空白地帯や高齢者等移動困難者に対応した路線バスを補完する新たな交通サービスの 

導入 
  ・公共交通空白地帯におけるデマンド型交通等の導入 
  ・バリアフリー対応車両の導入推進 
  ・待合環境のバリアフリー化 
【観光交通の施策の展開】 
 施策８ 観光に使いやすい公共交通サービスの提供 
  ・路線バス・鉄道の利用促進 
  ・函館圏への誘客 
  ・キャッシュレス決済の導入推進 
  ・目的地への円滑な移動を支える交通インフォメーション機能の強化 
  ・移動のバリアフリー化 

・公共交通案内所の機能充実 
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 2.4 計画の位置付け 

本計画は、国の法制度・関連計画や北海道の上位・関連計画を踏まえ、市の上位計画である総合計画

等や関連計画等と整合や連携を図りながら、地域の公共交通政策のマスタープランとして、策定するも

のです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 本計画の位置付け 

 

  

函館市地域公共交通計画 
〈公共交通政策のマスタープラン〉 

函館市総合計画 

【国・北海道の計画】 

道：北海道総合計画、 

北海道交通政策総合指針 など 

【函館市の計画】 

整合 

国：地域公共交通の活性化及び再生

に関する法律、 

第２次交通政策基本計画 など 

○函館市都市計画マスタープラン 

○函館市立地適正化計画 など 

連携 
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 3.  函館市の特性・現状 
 3.1 地勢・地形 

函館市の土地利用状況・用途地域、標高を以下に整理します。 

 

(1) 土地利用・用途地域 

 地域の大部分を森林が占め建物用地（市街地）は、市内中心部に集中しています。 

 用途地域は市内中心部から放射状に広がっています。 

 

 

資料：国土数値情報（土地利用 3 次メッシュ） 

図 3-1 函館市の土地利用・用途地域状況 



21 

 

 

(2) 標高 

 東部地区と他の地区を分けるように標高の高い地域が広がっています。 

 特に東部地区では、海岸部まで傾斜がある地域が多く、バス停の位置を検討する上では、住

宅地からのアクセス性（距離・高低差等）を考慮する必要があります。 

 

 

資料：国土数値情報（標高・傾斜度 3 次メッシュ） 

図 3-2 函館市の標高 
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 3.2 人口分布・推移 

(1) 人口推移 

 人口は減少傾向であり、2045 年には、人口が最多であった 1980 年の約半分の 17.3 万人に

なる予想です。 

 高齢化率は北海道平均よりも高い水準で推移しています。 

 人口減少および高齢化が進んでいるため、高齢者にとっての利便性に配慮した、全世代が利

用できる交通網の形成を行う必要があります。 

 

  

資料：国勢調査、函館市人口ビジョン（令和元年改訂版） 

図 3-3 函館市の人口推移と 1980 年を 1 とした際の伸び率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査、函館市人口ビジョン（令和元年改訂版） 

図 3-4 函館市の年齢区分別人口割合推移 

1980 年 

2020 年 

2045 年 

年
度 

(千人) 

【1980 年 高齢化率】 

函館市：9.2% 

北海道：8.1%（参考） 

【2045 年 高齢化率】 

函館市：45.4% 

北海道：42.8%（参考） 

【2020 年 高齢化率】 

函館市：35.5% 

北海道：32.2%（参考） 
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(2) 地区別人口 

 4 つの地区で人口が減少しており、西部、東部地区では昭和 55(1980)年の 4 割ほどになっ

ています。 

 北東部、北部地区では人口が増加傾向で推移してきており、郊外への開発が進んできたこと

に伴い、人口の移動も進んだと考えられます。 

 平成 27(2015)年からは全地域で人口が減少傾向になっています。 

 
資料：国勢調査（2020） 

図 3-5 6 地区別の 1980 年を 1 とした際の伸び率 

 

資料：国勢調査（2020） 

図 3-6 6 地区別の年齢区分別人口割合【令和 2（2020）年】 
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(3) メッシュ別人口 

 人口は市内中心部の中央部を中心に放射状に分布し、東部地区も旧町村の中心部に分布して

います。 

 高齢化率は全体的に高くなっていますが、特に東部地区においては全地域において高いこと

がわかります。 

 

資料：国土数値情報（500m メッシュ人口、平成 30（2018）年国政局推計） 

図 3-7 人口分布（500m メッシュ人口）【令和 2（2020）年】 
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資料：国土数値情報（500m メッシュ人口、平成 30（2018）年国政局推計） 

図 3-8 500ｍメッシュにおける高齢化率【令和 2（2020）年】 
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 3.3 主要施設 

地域住民の日常生活の目的地となる行政施設や医療施設、教育施設、商業施設等の分布を以下に整理

します。 

 

(1) 行政施設 

 市内の行政施設は、市役所（本庁舎）のほか、7 つの支所があります。 

 

資料：函館市 HP（市役所および支所） 

図 3-9 函館市の行政・公共施設 
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(2) 医療施設 

 市内の医療施設は、病院 27 施設、診療所が 169 施設が存在しており、多くが市内中心部に

立地しています。 

 

資料：国土数値情報（医療機関） 

図 3-10 函館市内の医療施設 

 

  

凡例

病院

診療所
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(3) 教育施設 

 市内の教育施設は、15 の高等学校（高専含む。）、2 つの短期大学、4 つの大学が立地してい

ます。 

 

資料：函館市 HP 

図 3-11 函館市内の教育施設 

 

  

凡例
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(4) 商業施設 

 市内の商業施設の多くは、市内中心部に立地していますが、東部地区にも点在しており、地

域の市民生活において重要な役割を果たしています。 

  

資料：商業施設（デパート、スーパー、ホームセンター、ドラッグストア）HP 等 

図 3-12 函館市内の商業施設 

 

  

凡例
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(5) 金融機関・郵便局 

 市内の金融機関は、市の中心部に多く立地していますが、郵便局については、比較的市内全

域に立地しています。 

 

資料：郵便局・各金融機関 HP 

図 3-13 函館市内の郵便局・金融機関 

 

  

凡例

郵便局

銀行
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 3.4 観光入込動向 

(1) 観光入込客数 

 北海道新幹線開業後（2016 年 3 月開業）は、開業前よりも観光客数は増えています。 

 観光客の半分以上が乗用車やバスを利用しています。 

 2030 年度には北海道新幹線札幌延伸が予定されているため、鉄道利用の観光客がさらに増

える可能性があります。 

 

 

資料：来函観光客入込客数推計 

※船舶は、フェリーおよびクルーズ船の合算値 

乗用車等は乗用車のほか、バス利用を含む 

図 3-14 函館市内の観光入込客数の推移と移動手段の内訳 

【平成 26（2014）～令和 3（2021）年度の入込総数・宿泊客数など】 

 

  

年
度 

（千人） 
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 観光入込数は、夏期が多く、冬期は減少する傾向にあります。月別では、平均すると 8 月が

最も多く、次いで 5 月が多くなっています。 

 令和 2（2020）年の 2 月以降は、新型コロナウイルス感染症の影響で観光入込客数は大幅に

減少しています。 

 

  

資料：来函観光客入込客数推計 

図 3-15 函館市内の月別観光入込客数【平成 30（2018）～令和 3（2021）年度】 
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(2) 観光施設 

 函館の観光地は市内中心部に位置しているものが多く、五稜郭や函館山山麓エリアに集中し

ています。 

 市内中心部の観光施設は新型コロナウイルス感染症の影響を受け、観光客数は半減しました

が、令和 3(2021)年度からは回復の兆しが見られる施設もあります。 

 

(単位：人） 

 

資料：函館市提供資料 

図 3-16 函館市内の主な観光施設と入込客数推移 

  



34 

 

 4.  公共交通の現状 
 4.1 公共交通ネットワークの概況 

 市内の公共交通ネットワークは、JR と市電を交通機関軸とし、幹線道路には概ね路線バスが

運行しており、市内主要地点への公共交通での移動を支えています。 

 鉄道は、JR 在来線と、道南いさりび鉄道が運行しています。 

 

 

図 4-1 函館市内の公共交通ネットワーク 
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 4.2 鉄道 

(1) 現況の運行・利用実態 

 市内には、JR 北海道函館本線は「函館」「五稜郭」「桔梗」の 3 駅、道南いさりび鉄道は「五

稜郭」の 1 駅が存在しています。 

 

 

図 4-2 函館市内の鉄道路線 
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 函館駅では平日・土日祝ともに 59 便が運行、桔梗駅では平日 46 便、土日祝は 45 便が運行

しています。 

 五稜郭駅は、いさりび鉄道線とも接続するため、函館駅、桔梗駅に比べ便数が多く、平日 82

便、土日祝は 80 便が運行しています。 

 

資料：北海道旅客鉄道株式会社 HP（令和 4 年 10 月時点） 

図 4-3 函館市内の駅別運行本数（平日） 

 

 

資料：北海道旅客鉄道株式会社 HP（令和 4 年 10 月時点） 

図 4-4 函館市内の駅別運行本数（休日） 
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 鉄道駅の乗降客数は、函館駅、五稜郭駅、桔梗駅のいずれも、横ばいか減少傾向です。 

 令和 2(2020)年度は新型コロナウイルス感染症の影響もあり、大きく減少しています。 

 函館駅、五稜郭駅は定期外客の割合が高く、桔梗駅は定期客の割合が高くなっています。 

 

 

資料：函館市統計書 

図 4-5 JR 函館本線の駅別乗降客数【全利用者】 
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(2) 将来の動向 

 令和 12（2030）年度末の開業に向けて、北海道新幹線（新函館北斗～札幌間）の建設が進

められており、新幹線により札幌市まで約 1 時間で結ばれることとなります。 

 

 

資料：北海道旅客鉄道株式会社 HP（一部加工） 

図 4-6 北海道新幹線概要図 

  

2030 年度 
開業予定 

2016 年度 
開  業 
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 4.3 市電 

(1) 運行路線 

 市内中心部には市電が走っており、函館どつく前から湯の川までと、谷地頭から湯の川まで

の 2 系統が運行しています。 

 

図 4-7 函館市電路線図 

1) 現況の運行・利用実態 

 市電利用者数は横ばい状態でしたが、令和 2(2020)年度においては新型コロナウイルス感染

症の影響で、大幅に減少しています。 

 

資料：函館市統計書 

図 4-8 乗降客数推移  
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 電停別での乗降者数で見ると、五稜郭公園前は 2,000 人以上が乗降しており、函館駅前と十

字街でも 1,000 人を超えています。 

 
資料：函館市企業局交通部（R3（2021）年度平均値） 

図 4-9 電停別乗降者数 

 利用者が最も多い電停間は函館駅前～十字街間、次いで五稜郭公園前～函館駅前間となって

おり、それらの区間の利用者は 1 日 300 人を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：函館市企業局交通部（R3（2021）年度平均値） 

図 4-10 電停間 OD（※）組合せ 

 

（※）ＯＤ：人や物について，起点（Origin）から終点（Destination）までの移動を把握するもの
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 4.4 路線バス 

(1) 運行路線 

1) 現況の運行・利用実態 

 市内には、図 4-11 のとおり、多数の路線バスが運行しており、市街部については、各系統

が複雑に入り組んでいることから、運行の効率性や路線の分かりやすさに課題があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：函館バス GTFS データおよび函館バス HP 

図 4-11 路線バスネットワーク（概況）【令和 4（2022）年 10 月時点】 

路線名 系統番号 路線名 系統番号

函館山登山バス 1 陣川・鍛冶線 61

ロープウェイシャトルバス 2 中の橋線 62,63

元町・ベイエリア周遊号 3 鍛冶・旭岡団地線 66

水産海洋シャトル ※運休中 4 陣川・昭和線 69

五稜郭タワー・トラピスチヌシャトルバス 5 米原・古川線 ※70A系統運休時運行 70

空港循環線（とびっこ） 7 中の沢線 71

空港五稜郭快速線 ※一部運休中 8 山の手・昭和線 72

お元気バス谷地頭号 9 昭和・日吉線 74

上磯線 11,18,19 空港・日吉線 75

五稜郭・旭岡団地線 12 日吉・戸倉線 81

久根別・大野新道線 ※平日のみ,学休日運休 13 見晴線 82

北大・フェリー線 16 日乃出・五稜郭循環バス 84

大野線 21,22,23,25 花園・人見線 85

大川線 30,32 下海岸線 91

七飯線 33,36 望洋団地線 94

亀田・日吉線 41,42 日吉漁火線 95

昭和・船見線 43 函館空港線 96

富岡・本通循環線 46,64 川汲線 99

鍛冶・桐花循環線（ループ） 47,67 大沼公園・鹿部線 210

東山墓園線 50 函館・⾧万部線 310,311,312

富川・美原台・大川線 51,73 函館・知内線 410,411

美原・谷地頭線 53 快速松前号 510

赤川・五稜郭線 55 函館・江差線 610

リング 58 快速瀬棚号 710

湯川団地・旭岡団地線 59,76,78 － 45,52,56,224

農住団地・山の手線 60
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 市内のバス利用者数は横ばい状態でしたが、令和 2(2020)年度においては新型コロナウイル

ス感染症の影響で、大幅に減少しています。 

 在籍車数は減少傾向で、平成 23(2011)年度/令和 2(2020)年度で 3 割程度減少しています。 

 年間の走行キロも平成 23(2011)年度から 2 割程度減少しています。 

 

資料：函館市統計書 

図 4-12 バス利用者数 

 

資料：函館市統計書 

図 4-13 走行キロと在籍車数  
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 バス停間別便数では、函館駅前～昭和橋間や五稜郭～五稜郭公園入口間の便数が多く、200

便/日を超えるバスが運行しています。 

 

 

資料：バス IC カードデータ（令和 3(2021)年 10 月時点） 

※系統別利用者数 1 万人/月以上の系統を対象に集計 

図 4-14 バス停間別便数 
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 バス停間の平均乗車人員では、「湯倉神社前～湯川小学校前」が最も多く（16.1 人/便）、次

いで「昭和～桔梗小学校前」（12.0 人/便）、「南桔梗～桔梗小学校前」（11.5 人/便）の順に

多くなっています。 

 

 

資料：バス IC カードデータ（令和 3(2021)年 10 月時点） 

※系統別利用者数 1 万人/月以上の系統を対象に集計 

図 4-15 バス停間平均乗車人員 
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 バス停別利用者数では、五稜郭が最も多く、次いで函館駅前、亀田支所前、湯倉神社前、中

央小学校前での利用が多くなっています。五稜郭では 2,000 人/日以上、函館駅前、亀田支

所前では 1,000 人/日以上の利用があります。 

 

 

資料：バス IC カードデータ（令和 3(2021)年 10 月時点） 

図 4-16 バス停別利用者数（上位 5 位を強調） 
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 地区ごとで利用者数の多いバス停の組み合わせを見ると西部地区では観光目的と思われる

動きが多く、中央部地区、北東部地区ではそれぞれのターミナルとなっているバス停間（亀

田支所前⇔五稜郭）の動きが多くなっています。 

 東央部地区は同地区間のほか、北東部地区との、北部地区は中央部地区との動きが上位を占

めています。 

 

 

資料：バス IC カードデータ（令和 3(2021)年 10 月時点） 

図 4-17 各地区を発着するバス停の OD 組合せ top5 

  

順位 バス停組み合わせ 地区組み合わせ
利用者数
(人／日)

1函館駅前⇒函館山山頂 西部⇒西部 96
2函館山山頂⇒函館駅前 西部⇒西部 83
3函館山山頂⇒登山口 西部⇒西部 41
4登山口⇒函館山山頂 西部⇒西部 33
5函館駅前⇒亀田支所前 西部⇒北東部 31

順位 バス停組み合わせ 地区組み合わせ
利用者数
(人／日)

1亀田支所前⇒五稜郭 北東部⇒中央部 83
2五稜郭⇒亀田支所前 中央部⇒北東部 81
3医師会病院前⇒五稜郭 北東部⇒中央部 30
4五稜郭⇒中央小学校前 中央部⇒北東部 28
5市立函館病院⇒五稜郭 北部⇒中央部 25

順位 バス停組み合わせ 地区組み合わせ
利用者数
(人／日)

1湯倉神社前⇒中央小学校前 東央部⇒北東部 25
2湯川団地中央⇒湯倉神社前 東央部⇒東央部 21
3湯倉神社前⇒湯川団地中央 東央部⇒東央部 21
4亀田支所前⇒湯倉神社前 北東部⇒東央部 20
5湯倉神社前⇒亀田支所前 東央部⇒北東部 17

順位 バス停組み合わせ 地区組み合わせ
利用者数
(人／日)

1南茅部支所前⇒深堀町 東部⇒東央部 6
2柏木町⇒南茅部支所前 中央部⇒東部 4
3南茅部支所前⇒湯倉神社前 東部⇒東央部 4
4湯倉神社前⇒南茅部支所前 東央部⇒東部 3
4五稜郭⇒南茅部支所前 中央部⇒東部 3

順位 バス停組み合わせ 地区組み合わせ
利用者数
(人／日)

1亀田支所前⇒五稜郭 北東部⇒中央部 83
2五稜郭⇒亀田支所前 中央部⇒北東部 81
3函館駅前⇒亀田支所前 西部⇒北東部 31
4医師会病院前⇒五稜郭 北東部⇒中央部 30
5五稜郭⇒中央小学校前 中央部⇒北東部 28

順位 バス停組み合わせ 地区組み合わせ
利用者数
(人／日)

1市立函館病院⇒五稜郭 北部⇒中央部 25
2五稜郭⇒市立函館病院 中央部⇒北部 17
3北大前⇒五稜郭 北部⇒中央部 12
4五稜郭⇒北大前 中央部⇒北部 10
5五稜郭⇒港小学校前 中央部⇒北部 8

◆西部地区

◆中央部地区

◆東央部地区

◆北東部地区

◆北部地区

◆東部地区
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2) 沿線人口 

 バス路線の沿線人口は、バス停 300 m 圏（概ね徒歩 5 分以内）で見ると市内人口の約 76％、

500m で見ると市内人口の約 95 パーセントをカバーできています。 

 地区別にみるとやや東部・北部地区のカバー率が他の地区に比べ低いことがわかります。 

 

 

図 4-18 函館バスのサービスエリア 

 

表 4-1 バス運行路線の沿線人口 

 

資料：国土数値情報（バス停留所データおよび 500m メッシュ人口）に基づく集計 

 

バス停500m バス停300ｍ バス停100ｍ

西部地区 93.8% 79.5% 23.6%

中央部地区 99.7% 85.8% 20.6%

東央部地区 96.5% 82.5% 19.8%

北東部地区 97.1% 74.9% 16.9%

北部地区 79.4% 57.4% 11.1%

東部地区 81.7% 53.9% 11.1%

市全域 94.6% 76.1% 17.8%
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(2) 乗合バス運行事業者のバスドライバー在籍状況 

 市内において乗合バスを運行している事業者へのヒアリング調査によると、ドライバーの人

員不足や高齢ドライバーのリタイヤなどによる将来的なドライバー確保について懸念して

いる状況です。 

 

表 4-2 市内乗合バス運行事業者ドライバー在籍状況 

 

函館バス（株） 
函館帝産バス 
（函館タクシー（株）） 

北海道バス（株） 

ドライバー数 
（2023.1 ヒアリング時） 

215 名 
（正社員 146 名、非正規
69 名） 

155 名 
（うちバス 12 名、タクシ
ー143 名※兼務あり） 

23 名 

ヒアリング調査で
挙がったドライバ
ーに関する懸念 

・（A 社）ドライバーの平均年齢が上昇しており、5～10 年後に高齢化が問題と
なる可能性あり 

・（B 社）ドライバーの高齢化問題が特に顕著であり、市内路線の運転者は全て
65 歳以上 

・（C 社）ドライバーが人手不足であり、人手確保が急務という認識 

資料：事業者ヒアリング調査（令和 5(2023)年 1 月実施） 
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 4.5 タクシー・ハイヤー 

 市内のタクシー事業者は、法人 15 社および個人タクシーが存在しています。 

表 4-3 市内のタクシー・ハイヤー事業者 

 

資料：（一社）函館地区ハイヤー協会 HP を基に整理 

 

 総走行キロ数は年々減少しており、令和 2(2020)年度では新型コロナウイルス感染症の影響

もあり、平成 23(2011)年度の約半数となっています。 

 

   

資料：函館市統計書 

図 4-19 タクシーの総走行キロ数の推移 

 

  

事業者名 事業者名

1 moomoo-taxi 9 相互交通

2 美咲第一交通 10 センターハイヤー

3 北海小型タクシー 11 鈴蘭タクシー

4 函館タクシー 12 ことぶき第一交通

5 函館交通 13 北の星タクシー

6 函館オーシャンタクシー 14 桔梗ハイヤー

7 道南ハイヤー 15 いさり火ハイヤー

8 東海ハイヤー 16 個人タクシー協同組合
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 4.6 その他の交通資源 

(1) その他の公共交通 

 函館市では、鉄道や高速バス・路線バスの空白地域を補う生活圏交通として、市が運行する

地域福祉バスなどの公共交通を運行しています。 

 また、その他市内の病院や商業施設、観光施設等の民間施設においても、独自の送迎サービ

スなどを実施しています。 

1) 地域福祉バス 

表 4-4 市が運行している生活圏交通【地域福祉バス】 

 

 

2) 病院バス 

表 4-5 市が運行している生活圏交通【病院バス】 

 

 

3) 温泉送迎バス 

表 4-6 市が運行している生活圏交通【温泉送迎バス】 

 

資料：函館市提供資料 

利用実績

種別 所有者 年式 R3年度

戸井
10名以上の地域団体等の申請
により渡島檜山管内を運行

不定期
(申請都度)

バス
北の星
観光バス

-
北の星
観光バス

10日
100人

恵山
10名以上の地域団体等の申請
により渡島檜山管内を運行

不定期
(申請都度)

バス 函館市 H30 函館バス
17日
446人

椴法華
10名以上の地域団体等の申請
により渡島檜山管内を運行

不定期
(申請都度)

バス 函館市 H15
北の星
観光バス

13日
176人

運行
事業者

支所 事業名称 事業概要 運行頻度
車両

不定期
(申請都度)

椴法華地域福祉バス

57日
734人

戸井地域福祉バス

恵山地域福祉バス

南茅部地域福祉バス南茅部 バス 函館市 H29 HKB
10名以上の地域団体等の申請
により渡島檜山管内を運行

利用実績

種別 所有者 年式 R3年度

病院送迎バス
恵山病院に通院する地域住民
の送迎

週3日+月2日
*4往復

バス 函館市 H30 函館バス
242日
2,610人

透析患者送迎
恵山病院に通院する透析患者
の送迎

週3日
*2往復

小型
自動車

恵山病院 Ｈ29 恵山病院 1,121人

家族送迎
恵山病院に入院している患者の
家族の送迎

週１日
*2往復

小型
自動車

恵山病院 Ｈ30 恵山病院 0人
※

病院送迎バス
南茅部病院に通院する地域住
民の送迎

週1日
*2往復

バス 函館市
※不足時借上

H29 HKB
50日
942人

運行
事業者

支所 事業名称 事業概要 運行頻度
車両

※新型コロナウイルス感染症による見舞いの停止による。

恵山病院送迎バス

南茅部地域福祉バス

恵山地域福祉バス

南茅部

恵山

利用実績

種別 所有者 年式 R3年度

温泉送迎バス
（ふろの日）

ふれあい湯遊館を利用する地域
住民の送迎

月1日
*1往復

バス
北の星
観光バス

-
北の星
観光バス

8日
72人

温泉送迎バス
恵山福祉センターを利用する地
域住民の送迎

週2日
*2往復

バス 函館市 H30 函館バス
97日

3,597人

運行
事業者

戸井

支所 事業名称 事業概要 運行頻度
車両

戸井地域福祉バス

恵山地域福祉バス

恵山
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4) 学校等送迎バス 

表 4-7 市が運行している生活圏交通【学校等送迎バス】 

 

※R3年度利用実績（南茅部）については、統合前の学校分を計上   

 

5) 外出支援サービス 

表 4-8 市が運行している生活圏交通【外出支援サービス】 

 

 

資料：函館市提供資料 

 

 

利用実績

種別 所有者 年式 R3年度

歩行困難な高齢者等を対象に
居宅と医療機関間の移送

不定期
(申請都度)

リフト付き
車両

函館市 H26
函館市社会
福祉協議会

０件
０人

歩行困難な高齢者等を対象に
居宅と医療機関間の移送

不定期
(申請都度)

普通車
(定員10人)

函館市 R3
函館市社会
福祉協議会

227日
1,181人

恵山
歩行困難な高齢者等を対象に
居宅と医療機関間の移送

不定期
(申請都度)

リフト付き
車両

函館市 H26
函館市社会
福祉協議会

87件
87人

歩行困難な高齢者等を対象に
居宅と医療機関間の移送

不定期
(申請都度)

リフト付き
車両

函館市 H26
函館市社会
福祉協議会

20件
20人

歩行困難な高齢者等を対象に
居宅と医療機関間の移送

不定期
(申請都度)

リフト付き
車両

リース H28
函館市社会
福祉協議会

180日
966人

南茅部
歩行困難な高齢者等を対象に
居宅と医療機関間の移送

不定期
(申請都度)

リフト付き
車両

函館市 H26
函館市社会
福祉協議会

145件
145人

運行
事業者

支所 事業名称 事業概要 運行頻度
車両

戸井

椴法華

東部地区
外出支援サービス

東部地区
外出支援サービス

東部地区
外出支援サービス

旧椴法華村地区
送迎サービス

東部地区
外出支援サービス

戸井地区
外出支援サービス
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 5.  市内における移動特性・ニーズ 
市民や来訪者の移動特性やニーズを以下に整理しています。 

 

 5.1 市民の移動特性・ニーズ 

市民へのアンケート結果などより、市民の通勤・通学・通院などの移動に関する特性やニーズを以下

に整理しています。 
 

(1) 市民の移動全般 

1) 函館圏パーソントリップ（PT）調査 

a) 調査概要 

○調査目的：函館圏にお住いのどのような人が、いつ、どのような目的をもって、どこからどこ

へ、どのような交通手段を使って移動しているかを把握する調査 

○調査時期：令和元（2019）年 10 月～11 月 

○調査対象：函館圏（函館市、北斗市、七飯町）在住者 

○調査方法：郵送および Web による配布・回収 

○調査主体：函館圏パーソントリップ調査実施本部 

○調査項目：回答者属性（性別、年齢、職業等） 

１日の交通行動（どんな目的で、どこからどこへ、どのような交通手段を使って何

時ごろ動いたか等） 

○回 答 数：９，２３２件（函館市分のみ） 

 

b) 移動特性 

ア 市内全トリップ 

 中央部地区や北東部地区、東央部地区を結ぶ動きが多くなっており、特に中央部と北東部を

結ぶトリップが、約 47,000 トリップと最も多くなっています。 

  

図 5-1 市内における全トリップの移動実態  

地区内移動

地区間移動

100～1,000トリップ/日

～5,000トリップ/日

～10,000トリップ/日

～30,000トリップ/日

～50,000トリップ/日

50,000トリップ/日～
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イ 交通手段構成比 

 市全体では約７割の移動に自動車が利用されており、次いで徒歩が多くなっています。 

 地区別に見ると、西部地区では市電が、東央部地区ではバスが他の地域より多く利用されて

います。 

 また、東部地区では、自動車での移動が圧倒的に多く９割近くを占めています。 

 

 

図 5-2 地区別代表交通手段構成比 
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c) 地区別の公共交通による移動特性 

ア 西部地区 

 公共交通による地区間の動きを見ると、中央部地区との動きが最も多く、次いで東央部地区、

北東部地区と続きます。 

  

図 5-3 西部地区の公共交通による移動実態 

 

イ 中央部地区 

 公共交通による地区間の動きを見ると、東央部地区との動きが最も多く、次いで西部地区、

北東部地区と続きます。 
 

 
図 5-4 中央部地区の公共交通による移動実態 
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ウ 東央部地区 

 公共交通による地区間の動きを見ると、中央部地区との動きが最も多く、次いで北東部地区、

西部地区と続きます。 

 

図 5-5 東央部地区の公共交通による移動実態 

 

エ 北東部地区 

 公共交通による地区間の動きを見ると、中央部地区との動きが最も多く、次いで東央部地区、

西部地区と続きます。 

 

図 5-6 北東部地区の公共交通による移動実態 
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オ 北部地区 

 公共交通による地区間の動きを見ると、中央部地区との動きが最も多く、次いで西部地区、

東央部地区と続きます。 
 

 
図 5-7 北部地区の公共交通による移動実態 

 

カ 東部地区 

 公共交通による地区間の動きを見ると、中央部地区との動きが最も多く、次いで東央部地区

となっています。 

 

図 5-8 東部地区の通勤移動 OD  
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2) 市民アンケート調査 

a) 調査概要 

○調査目的：市民の移動特性や公共交通の利用実態・ニーズ等の把握を目的として実施 

○調査時期：令和 4（2022）年 9 月 

○調査対象：市内在住の 15 歳以上を対象に 2,230 人を無作為抽出 

○調査方法：郵送および Web による配布・回収 

○調査項目：回答者属性（年代、職業、居住地、最寄りの公共交通アクセス時間、自家用車保有

台数、将来の運転意向など） 

中心市街地や居住地域内等の各移動の実態・ニーズ（移動頻度、移動目的、公共交

通の利用状況、公共交通に対する意見、公共交通以外の移動手段など） 

公共交通施策に対する意向など 

○回 答 数：計 891 票（回収率 40.0%） 

 

b) 移動特性 

 市内の外出頻度が高い目的地としては、本町・五稜郭地区が最も多く、次いで美原地区、駅

前・大門地区が続きます。 

 

図 5-9 外出頻度の高い目的地 
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 目的地別の外出頻度を見ると、週 1 回以上外出していると回答した人の目的地としては、湯

川地区が最も多く，アンケート回答者の 70％を超えています。 

 また、目的別の交通手段を見ると、駅前・大門地区と本町・五稜郭地区において、路線バス

と市電を合わせた割合が 30%を超えていますが、外出全体で見ると、自家用車が 60%を占め

ています。 

 

図 5-10 目的地別の外出頻度 

 

図 5-11 目的地別の交通手段  
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 路線バス・市電の利用頻度は、月に数回以上使用している人の割合はアンケート回答者の 3

割弱となっています。 

 また、路線バス・市電の路面電車の支払い方法としては、この 1 年間利用していない人を除

くと、6 割が IC カードを利用しています。 

 

図 5-12 路線バス・市電の利用頻度 

 

図 5-13 路線バス・市電の支払い方法（この 1 年間利用していない人を除く。） 
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c) 市民の公共交通への意向 

 公共交通への満足度について、西部地区、中央部地区にお住いの方は満足度が比較的高くな

っておりますが、北東部地区、北部地区、東部地区では不満に思っている方のほうが多くな

っています。 

 

 

図 5-14 地区別の公共交通に対する満足度 
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 現在、自家用車を運転している人が、運転が困難になった場合、約 75%は公共交通への転換

を考えています。 

 また、自分での運転が困難になった場合、約 83%の人が外出頻度が減少すると回答していま

す。 

 

図 5-15 運転困難時の対応 

 

 

図 5-16 運転困難時の外出頻度 
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 公共交通を利用しやすくなるための改善点については、運行本数に次いで、路線のわかりや

すさや停留所の快適さなどが挙げられています。 

 

 
図 5-17 公共交通に対する改善点 
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3) 東部地区利用者（乗込み）アンケート調査 

a) 調査概要 

○調査目的：東部地区における公共交通の利用実態の把握を目的として実施 

○調査時期：令和 4（2022）年 10 月 1 日（土）～10 月 7 日（金） 

○調査対象：東部地区で運行する路線バスの利用者 

○調査方法：利用者数のカウントおよび利用者への対面アンケート調査 

○調査項目：外出目的、乗車するバスの利用頻度、利用区間 

前後の移動手段、公共交通で重視するポイント 

回答者属性など（職業、年齢） 

○回 答 数：164 票 

 

b) 移動特性 

 東部地区で運行している路線バスを利用している人の外出目的は、通勤・通学が最も多く、

次いで通院、買い物が続きます。 

 

 

 

図 5-18 外出目的 
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 東部地区で運行している路線バスを利用している人の利用頻度は、週 5 日以上と月に数日が

約 3 割を占めています。 

 利用者が公共交通で重視するポイントとして挙げているのは、運行本数、自宅・目的地から

バス停までの距離、時間通りの運行が多くなっています。 

 

図 5-19 路線バスの利用頻度 

 

図 5-20 公共交通で重視するポイント  

週５日以上利用
51

32%

週３～４日利用
14
9%

週１～２日利用
17

11%

月に数日利用
52

33%

年に数日利用
12
7%

ほとんど利用しない
2

1%

初めて利用した
11
7%

52

35

33

48

51

12

28

0 10 20 30 40 50 60

運行本数

運賃の安さ

所要時間

時間通りの運行

自宅・目的地からバス停までの距離

待合環境

乗り継ぎの良さ

(単位：人) 

(人) 



65 

 

(2) 市民の通勤実態 

1) 函館圏パーソントリップ調査 

a) 西部地区 

 北東部地区や中央部地区から西部地区への通勤が多く、反対に西部地区から他の地区への通

勤はそれほど多くありません。 

 

図 5-21 西部地区の通勤流動 

b) 中央部地区 

 北東部地区や東央部地区から中央部地区への通勤が多く、反対に中央部地区からは西部地区

や北東部地区への通勤が多くなっています。 
 

 
図 5-22 中央部地区の通勤流動 
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c) 東央部地区 

 北東部地区から東央部地区への通勤が多く、反対に東央部地区からは中央部地区への通勤が

多くなっています。 

 

図 5-23 東央部地区の通勤流動 

 

d) 北東部地区 

 中央部地区から北東部地区への通勤が多く、反対に北東部地区からは中央部地区や東央部地

区、北部地区、西部地区への通勤が多くなっています。 

 

図 5-24 北東部地区の通勤流動 
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e) 北部地区 

 北東部地区や中央部地区から北部地区への通勤が多く、反対に北部地区からは北東部地区や

中央部地区への通勤が多くなっています。 

 

図 5-25 北部地区の通勤流動 

 

f) 東部地区 

 東央部地区から東部地区への通勤がやや多く、反対に東部地区からは地区内の通勤が多くな

っています。 

 

図 5-26 東部地区の通勤流動 
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2) 市中心部への通勤者アンケート調査 

a) 調査概要 

○調査目的：市中心部への通勤状況や公共交通の利用状況など、移動に関するニーズ、今後の公

共交通施策に関する意向の把握を目的として実施 

○調査時期：令和 4（2022）年 9 月 

○調査対象：市中心部（函館駅前・五稜郭・美原・湯川エリア）に勤務する通勤者 

○調査方法：市中心部に所在する事業所に対して配布および回収 

○調査項目：回答者属性（居住地、公共交通アクセス時間など） 

通勤時の移動特性（通勤所要時間、負担費用、移動手段ほか）、 

公共交通利用状況とニーズ（公共交通を利用する場合の支払い方法・改善点、利用

しない場合の理由・改善点など）、 

交通問題に対する意見など 

○回 答 数：計 503 票 

 

b) 通勤実態 

 アンケート回答者のうち、約 90%は市内に居住していますが、本町・五稜郭地区では約 15％

が市外から通勤しています。 

 

 

図 5-27 回答者の住まい（通勤エリア別） 
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 アンケート回答者の中で、通勤に利用する交通手段としては、本町・五稜郭地区では約 3 割

が路線バスを利用しており、湯川地区では約 7 割が自動車を占めています。 

 通勤の所要時間は 30 分以内が約 70～80%を占めています。 

 

図 5-28 通勤の交通手段（通勤エリア別） 

 

図 5-29 通勤の所要時間（通勤エリア別） 
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 アンケート回答者のうち、公共交通機関（路線バス・市電）以外で通勤している方の中で、

公共交通への転換が考えられる方は約半数となっています（湯川地区は４割弱）。 

 公共交通機関以外の通勤者で、公共交通への転換を考えてもよいと考える改善内容として

は、運行本数のほか、冬場の定時性の確保が多くなっています。 

 

図 5-30  公共交通への転換可能性（公共交通機関以外の通勤者） 

 

図 5-31 公共交通への転換に向けて望まれる改善内容（公共交通機関以外の通勤者） 
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(3) 市民の通学実態 

1) 函館圏パーソントリップ調査 

a) 西部地区 

 北東部地区から西部地区への通学がやや多く、西部地区からは中央部地区への通学が多くな

っています。 

 

図 5-32 西部地区の通学流動 

 

b) 中央部地区 

 北東部地区から中央部地区への通学が多く、中央部地区からは東央部地区や北東部地区への

通学がやや多くなっています。 
 

 
図 5-33 中央部地区の通学流動 
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c) 東央部地区 

 北東部地区から東央部地区への通学が多く、東央部地区からは中央部地区への通学がやや多

くなっています。 
 

 

図 5-34 東央部地区の通学流動 

 

d) 北東部地区 

 他の地区から北東部地区への通学は多くなく、北東部地区からは地区内の通学が多く、次い

で中央部地区が続きます。 

 

図 5-35 北東部地区の通学流動 
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e) 北部地区 

 他の地区から北部地区への通学は多くなく、北部地区からは地区内の通学が多く、次いで中

央部地区が続きます。 

 

図 5-36 北部地区の通学流動 

 

f) 東部地区 

 他の地区から東部地区への通学はなく、東部地区からは地区内の通学が多く、中央部地区、

東央部地区へわずかにいる程度となっています。 

 

図 5-37 東部地区の通学流動 
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2) 高校生アンケート調査 

a) 調査概要 

○調査目的：公共交通を利用する機会が多いと考えられる市内の高校生の移動特性や公共交通の

利用実態・ニーズ等の把握を目的として実施 

○調査時期：令和 4（2022）年 9 月 

○調査対象：市内の高校・高専 15 校に通う生徒 

○調査方法：各校にて教師から配布および回収 

○調査項目：回答者属性（居住地、公共交通アクセス時間など） 

平日・休日それぞれの移動特性（移動目的、移動頻度、移動手段ほか）、 

公共交通利用状況とニーズ（公共交通を利用する場合の満足度・改善点、利用しな

い場合の理由・改善点など）、 

交通問題に対する意見など 

○回 答 数：計 683 票 

 

表 5-1 高校生アンケート調査回答状況 

 

№ 地区 高等学校名 回答数 

1 西部地区 函館西高等学校 40 票 

2 

中央部地区 

函館中部高等学校 22 票 

3 市立函館高等学校 60 票 

4 遺愛女子高等学校 40 票 

5 函館大妻高等学校 40 票 

6 函館大学付属柏稜高等学校 40 票 

7 

東央部地区 

函館工業高等学校 39 票 

8 函館ラ・サール高等学校 38 票 

9 函館大学付属有斗高等学校 40 票 

10 函館工業高等専門学校 142 票 

11 

北東部地区 

函館商業高等学校 49 票 

12 函館白百合学園高等学校 40 票 

13 函館大谷高等学校 36 票 

14 清尚学院高等学校 40 票 

15 東部地区 南茅部高等学校 17 票 

合計 683 票 
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b) 通学実態 

 通学に利用する交通手段としては、夏期は自転車がアンケート回答者の 50%近くを占めます

が、冬期は、路線バスや市電を利用する割合が約 3 割まで増加するなど、公共交通の役割も

大幅に大きくなります。 

 また、通学にかかる時間は、冬期のほうがやや長くなっており、約 50%が 30 分以上かかっ

ています。 

 

図 5-38 通学に利用する交通手段（季節別） 

 

図 5-39 通学にかかる時間（季節別）  
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 路線バス・市電に対する満足度としては、アンケート回答者の約 4 割が満足と回答し、不満

に感じている人は 2 割弱となっています。 

 公共交通が利用しやすくなる改善点については、運行本数に次いで、車内の混雑や運賃に関

する意見が多く挙げれられていますが、スマートフォンでの経路検索のしやすさが市民全体

の意見（図 5-17）より要望の順位が上位となっています。 

 

図 5-40 路線バス・市電の満足度 

 

図 5-41 路線バス・市電の改善要望 
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(4) 市民の通院実態 

1) 函館圏パーソントリップ調査 

a) 西部地区 

 中央部地区や東央部地区から西部地区への通院がやや多く、西部地区からは地区内や中央部

地区への通院が多くなっています。 

 

図 5-42 西部地区の通院流動 

 

b) 中央部地区 

 東央部地区や北東部地区から中央部地区への通院が多く、中央部地区からは地区内での通院

が多くなっています。 

 

図 5-43 中央部地区の通院流動  
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c) 東央部地区 

 北東部地区や中央部地区から東央部地区への通院が多く、東央部地区からは地区内や北東部

地区、中央部地区への通院が多くなっています。 

 

図 5-44 東央部地区の通院流動 

 

d) 北東部地区 

 東央部地区から北東部地区への通院が多くなっており、北東部地区からは地区内や中央部、

東央部地区への通院が多くなっています。 

 

図 5-45 北東部地区の通院流動 
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e) 北部地区 

 中央部地区や東央部地区、北東部地区から北部地区への通院がやや多く、北部地区からは地

区内や北東部地区への通院が多くなっています。 

 

図 5-46 北部地区の通院流動 

 

f) 東部地区 

 多くはないが中央部地区や北東部地区から東部地区への通院があり、東部地区からの通院は

北部地区以外の動きが見られます。 

 

図 5-47 東部地区の通院流動  
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 5.2 来訪者の移動特性・ニーズ 

当地域外の在住者を対象としたアンケート結果から、来訪者の函館市内における移動に関する特性

やニーズを以下に整理しています。 

 

1) 来訪者 Web アンケート調査 

a) 調査概要 

○調査目的：地域外から函館市内への来訪者の移動実態や公共交通の利用経験・ニーズ等の把握

を目的として実施 

○調査時期：令和 4（2022）年 10 月下旬 

○調査対象：過去 3 年以内に函館市への来訪実績がある函館市外在住の Web モニタを対象に、

道内在住者と道外在住者で計 400 票を回収。 

○調査方法：Web モニタへの配布・回収 

○調査項目：回答者属性（性別、年代、職業、居住地など） 

函館市への来訪実態（目的、来訪頻度、来訪時期） 

      移動実態とニーズの把握（交通手段、公共交通を利用しての意見、公共交通を利用

しない理由）など 

○回 答 数：計 400 票 

 

表 5-2  Web アンケート調査のモニタ分類 

分類 サンプル数 備考 

分類 1 
北海道外 
在住者 

(東北以外） 
250 

・北海道外の日本国内（東北地方以外）に在住 
・過去 3 年間以内に函館市への来訪経験がある 

分類 2 
北海道外 
在住者 

（東北在住） 
50 

・北海道外の日本国内（東北地方）に在住 
・過去 3 年間以内に函館市への来訪経験がある 

分類 3 
北海道内 
在住者 

100 
・北海道内（函館圏を除く）に在住 
・過去 3 年間以内に函館市への来訪経験がある 
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b) 来訪動向 

 観光・レジャー目的で訪問した際に利用した移動手段として市電、レンタカーの順に利用が

多くなっています。主な観光施設が市電沿いにあることが影響していると考えられます。 

 実際に公共交通機関を使用した人の 9 割以上が満足な意向を示しています。 

 

図 5-48 観光・レジャー目的で訪問した際に利用した移動手段 

 

 

図 5-49 公共交通を利用した際の満足度 
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 実際に公共交通機関を利用した人の不満の意見としては、運行頻度、利用しやすさ、所要時

間が多く挙げられました。 

 公共交通手段を選択しない理由として、レンタカー等のほうが便利であることが多く選択さ

れました。次いで、荷物が多いことや運行頻度、行き方の分かりにくさを選択する人が多く

なりました。 

 

図 5-50 公共交通を利用した感想 

 

図 5-51 公共交通を利用しなかった理由 
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 6.  解決すべき公共交通の課題 
 6.1 公共交通の実態・問題点 

「 3. 函館市の特性・現状」、「 4. 公共交通の現状」、「 5. 市内における移動特性・ニーズ」を踏ま

えて、地区毎や市全域の公共交通の運行・利用実態と移動特性・ニーズを再整理し、問題点を整理して

います。 

 

(1) 西部地区 

1) 当地区の概況 

 当地区は市の南西部に位置し、函館駅前交差点を中心に都市機能誘導区域に指定されてお

り、市の発祥の地である函館山山麓から函館市における交通の要衝でもある函館駅前・大門

地区周辺に広がる市街地となっています。また、旧函館区公会堂やハリストス正教会をはじ

め、歴史的町並みなどの文化遺産を擁する観光拠点である元町・末広地区があるほか、商業・

業務拠点にもなっています。一方、函館山山麓地域は、急な斜面に宅地が立地しており、狭

隘な細街路も多く、交通上の課題を抱えています。 

 当地区の人口は市全体の約 7％を占めていますが、減少傾向が続いており、今後も更なる減

少が予想されています（2040 年/2020 年比で約 69%まで減少見込み）。高齢化率は、東部地

区に次いで高い 43.1％に達しており、市全体の高齢化率 35.5％を大きく上回っています。 

 

  

 

資料：国土数値情報（500m メッシュ別将来（2040）推計人口、平成 30（2018）年国政局推計） 

函館バス GTFS データおよび函館バス HP 

図 6-1 西部地区の概況（人口・施設立地） 
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2) 当地区の公共交通 

 

資料：函館バス GTFS データおよび函館バス HP 

図 6-2 西部地区の公共交通 

 

a) 鉄道 

 JR 函館本線の起点となる函館駅を擁し、59 本/日（平日）が運行しています（令和 4（2022）

年 10 月時点）。 

 コロナ禍前（令和元（2019）年度）までは 100 万人/年を超える乗降客数がありましたが、

令和 2（2020）年度は約半数（57 万人）まで減少しました。 

 

b) 市電 

 交通の拠点である函館駅前や十字街など、11 の電停があります。 

 函館駅前と十字街の利用が多く、両電停共に 1,000 人/日を超える乗降者数があります（令

和 3（2021）年度）。 

 

c) 路線バス 

 66 系統（平日：588 本/日、休日：499 本/日）が運行（令和 4(2022)年 10 月時点）。 

 JR 在来線や市電とも接続し、62 系統ものバス路線が乗り入れている函館駅前バスターミナ

ルを中心に、市内外各方面へ向かう交通の拠点となっています。 

 その他、地区内では観光向けのロープウェイシャトルバスや、元町・ベイエリア周遊号も運

行しています。 

 



85 

 

d) 公共交通に対するニーズ 

 公共交通（路線バス・市電）への改善要望は、運行本数に次いで、運賃、停留所の快適さ、

路線のわかりやすさが挙げられています。 

 

資料：住民アンケート調査（R4.9）から西部地区在住の方の意見を抜粋 

図 6-3 西部地区の公共交通に対するニーズ 

 

3) 当地区の公共交通に関する問題点 

当地区の概況や公共交通の運行・利用実態、公共交通のニーズを踏まえた当地区における公共交

通に関する問題点は、下記のとおりです。 

 

問題点①：他地区より高齢化率が高く、移動手段を持たない高齢者の増加が見込まれる 

・高齢化率が 43.1%と、市の平均（35.%）よりも高齢化が進んでおり、今後さらなる高齢化が進

んだ際に、移動手段を持たない高齢者の増加が見込まれます。 

 

問題点②：急な斜面に宅地が立地しており、交通の利便性が低い 

・函館山山麓地域は、急な斜面に宅地が立地しており、狭隘な細街路も多く、バス停・電停まで

の距離が遠いなど交通上の課題を抱えています。 

 

問題点③：バス路線が非効率 

・函館市特有の扇状の地形により、地区内の交通拠点である函館駅前バス停には 62 系統ものバ

ス路線が集中している上に、その多くが市電と競合していることから、非効率な運行を強いら

れています。 
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(2) 中央部地区 

1) 当地区の概況 

 当地区は市の市街化区域のほぼ中央に位置し、五稜郭エリアを中心に都市機能誘導区域に指

定されています。また、本町・五稜郭・梁川地区や市電沿線は、商業・業務の拠点となって

おり、市の中心的な市街地となっています。そのほか、観光資源でもある特別史跡五稜郭跡

や、教育・文化・スポーツ施設、官公庁施設も集積しています。 

 当地区の人口は市全体の約 19％を占めており、住宅地としての一面もあります。 

 地区内の高齢化率は 35.4%と、市の平均（35.5%）とほぼ同程度となっています。 

 

 

 

資料：国土数値情報（500m メッシュ別将来（2040）推計人口、平成 30（2018）年国政局推計） 

函館バス GTFS データおよび函館バス HP 

図 6-4 中央部地区の概況（人口・施設立地） 
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2) 当地区の公共交通 

 

資料：函館バス GTFS データおよび函館バス HP 

図 6-5 中央部地区の公共交通 

 

a) 鉄道 

 地区内に鉄道駅は無し。 

 

b) 市電 

 地区内には 10 の電停があり、その中でも五稜郭公園前が全路線の中でも最も利用者が多く、

2,000 人/日を超える乗降者数があります（令和 3（2021）年度）。 

 

c) 路線バス 

 85 系統（平日：718 本/日、休日：583 本/日）運行。（令和 4（2022）年 10 月時点） 

 市内商業の中心である五稜郭エリアを中心に、最も多くのバスが運行している地区となって

います。 

 五稜郭バス停においては、65 系統ものバス路線が乗り入れており、乗継ぎ自体は可能であ

るものの、複数あるバス停間が離れており、乗継ぎの利便性が課題となっています。 
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d) 公共交通に対するニーズ 

 公共交通への改善要望は、運行本数、路線のわかりやすさに次いで、乗り降りしやすい車両

が挙げられています。 

 

資料：住民アンケート調査（R4.9）から中央部地区在住の方の意見を抜粋 

図 6-6 中央部地区の公共交通に対するニーズ 

 

 

3) 当地区の公共交通に関する問題点 

当地区の概況や公共交通の運行・利用実態、移動特性を踏まえた当地区における公共交通に関す

る問題点は、下記のとおりです。 

 

問題点①：バス路線網が複雑 

・地区内の交通拠点である五稜郭バス停には、65 系統ものバス路線が乗り入れており、行先が同

じでも経由地が異なる路線が多数存在するなど（例：亀田支所前バス停まで行くバス路線が 38

系統も存在）、バス路線網が複雑であり、住民アンケートからも路線のわかりやすさに対する意

見が多く挙がっています。 

 

問題点②：乗継ぎの利便性が低い 

・五稜郭バス停は、バス停が離れた位置に 8 つも設置してあるなど、乗継ぎの利便性が低くなっ

ています。また、住民アンケートからも停留所のベンチや屋根を要望する意見が、他の地区よ

り多く挙がっています。 
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(3) 東央部地区 

1) 当地区の概況 

 当地区は市のほぼ中央部に位置し、市街化区域の東部、およびその北東部に森林等が広がる

地区となっています。湯川エリアは都市機能誘導区域に指定されているほか、市電沿線で商

業施設が比較的多く、その他は概ね住宅地となっています。また、市民会館や函館アリーナ

などの教育・文化・スポーツ施設をはじめ、大学や高等専門学校といった高等教育機関が集

積しています。観光拠点としては、道内有数の温泉保養地である湯の川温泉街があるほか、

その東側には国際線も備える函館空港を擁しています。 

 当地区の人口は市全体の約 21％を占め、高齢化率は約 39.6％と、市の平均（約 35.5%）より

も高くなっています。 

 

 

 

 

資料：国土数値情報（500m メッシュ別将来（2040）推計人口、平成 30（2018）年国政局推計） 

函館バス GTFS データおよび函館バス HP 

図 6-7 東央部地区の概況（人口・施設立地） 
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2) 当地区の公共交通 

 

資料：函館バス GTFS データおよび函館バス HP 

図 6-8 東央部地区の公共交通 

 

a) 鉄道 

 地区内に鉄道駅は無し。 

 

b) 市電 

 地区内には 5 つの電停があり、市電の終点である湯の川電停での利用が多く、800 人/日を

超える乗降者数があります（令和 3(2021)年度）。 

 

c) 路線バス 

 51 系統（平日：421 本/日、休日：354 本/日）運行（令和 4(2022)年 10 月時点）。 

 観光拠点の一つである湯川エリアや函館空港を擁する地区で、空港と湯川、市内の拠点バス

停である五稜郭、亀田支所前などを結ぶ空港循環線などが運行しています。 

 湯倉神社前バス停においては、36 系統ものバス路線が乗り入れており、乗継ぎが可能であ

るものの、複数あるバス停間が離れており、乗継ぎの利便性が課題となっています。 
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d) 公共交通に対するニーズ 

 公共交通（路線バス・市電）への改善要望は、運行本数に次いで、停留所の快適さ、路線の

わかりやすさなどが挙げられています。 

 

資料：住民アンケート調査（R4.9）から東央部地区在住の方の意見を抜粋 

図 6-9 東央部地区の公共交通に対するニーズ 

 

3) 当地区の公共交通に関する問題点 

当地区の概況や公共交通の運行・利用実態、移動特性を踏まえた当地区における公共交通に関す

る問題点は、下記のとおりです。 

 

問題点①：バス路線網が複雑 

・地区内の交通拠点であるある湯倉神社前バス停には、36 系統ものバス路線が乗り入れており、

行先が同じでも経由地が異なる路線が多数存在するなど（例：五稜郭バス停まで行くバス路線

が 19 系統も存在）、バス路線網が複雑であり、住民アンケートからも路線のわかりやすさに対

する意見が多く挙がっています。 

 

問題点②：乗継ぎの利便性が低い 

・湯倉神社前バス停は、バス停が離れた位置に 5 つも設置してあるなど、乗継ぎの利便性が低く

なっています。また、住民アンケートからも停留所のベンチや屋根を要望する意見が、他の地

区より多く挙がっています。 
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(4) 北東部地区 

1) 当地区の概況 

 当地区は市街化区域の北東部、およびその北東部には森林や既存集落が広がる地区となって

います。美原エリアを中心に都市機能誘導区域に指定されており、美原地区および幹線道路

沿道で商業施設が多く立地しており、その他は概ね住宅地が広がっています。渡島総合振興

局などの官公庁施設のほか、商業・業務拠点である美原地区には大型商業施設が立地してい

ます。 

 当地区の人口は市全体の約 37％と最も人口が集約する地区であり、高齢化率は約 32.6%と市

の平均（約 35.5%）よりもやや低くなっています。 

 

 

 

資料：国土数値情報（500m メッシュ別将来（2040）推計人口、平成 30（2018）年国政局推計） 

函館バス GTFS データおよび函館バス HP 

図 6-10 北東部地区の概況（人口・施設立地） 
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2) 当地区の公共交通 

 
資料：函館バス GTFS データおよび函館バス HP 

図 6-11 北東部地区の公共交通 

 

a) 鉄道 

 JR 函館本線の五稜郭駅を擁し、新幹線駅である木古内駅までを結ぶいさりび鉄道の起点に

もなっています。 

 JR 函館本線は 63 本/日（平日）、いさりび鉄道は 19 本/日が運行しています（令和 4(2022)

年 10 月時点）。 

 

b) 市電 

 地区内に市電電停は無し。 

 

c) 路線バス 

 94 系統（平日：692 本/日、休日：550 本/日）運行（令和 4(2022)年 10 月時点）。 

 バスターミナルが整備された亀田支所前バス停に 64 系統が乗り入れており、令和 4(2022)

年度からは美原エリアゾーンバスシステムが導入されています。 
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d) 公共交通に対するニーズ 

 公共交通（路線バス・市電）への改善要望は、運行本数に次いで、路線のわかりやすさ、停

留所の快適さなどが挙げられています。 

 

資料：住民アンケート調査（R4.9）から北東部地区在住の方の意見を抜粋 

図 6-12 北東部地区の公共交通に対するニーズ 

 

3) 当地区の公共交通に関する問題点 

当地区の概況や公共交通の運行・利用実態、移動特性を踏まえた当地区における公共交通に関す

る問題点は、下記のとおりです。 

 

問題点①：バス路線網が複雑 

・地区内の交通拠点であるある亀田支所前バス停には、64 系統ものバス路線が乗り入れており、

行先が同じでも経由地が異なる路線が多数存在するなど（例：五稜郭バス停まで行くバス路線

が 38 系統、函館駅前バス停まで行くバス路線が 28 系統も存在）、バス路線網が複雑であり、

住民アンケートからも路線のわかりやすさに対する意見が多く挙がっています。 

 

問題点②：公共交通への満足度が低い 

・公共交通（路線バス・市電）に対して、満足に思っている人より不満に思っている人の割合が

高く、運行本数のほか、路線のわかりやすさなどへの改善要望が多くなっています。 

 

  

124
38

10
55

60
22

17
58

73
38

53
112

55
13

29

0 20 40 60 80 100 120 140

運行本数を増やす
近くに停留所を設置する

移動時間を短くする
運賃を安くする

冬場の定時性を確保する
始発・終発時刻を延⾧する

車内混雑を少なくする
乗り換えを便利にする

停留所にベンチや屋根を設ける
乗り降りしやすい車両にする

運行情報（到着予想時刻等）の発信を充実する
わかりやすい路線にする

スマートフォン等で経路等を調べやすくする
今のままで十分利用しやすい

その他

(人) 



95 

 

 

(5) 北部地区 

1) 当地区の概況 

 当地区は市街化区域の北部、およびそのさらに北部に農地や既存集落が広がる地区で、市街

化区域の主要幹線道路沿道で商業施設が比較的多く、臨港地区およびテクノパーク、西桔梗

地区では工業系施設が多い他は概ね住宅地となっています。函館圏流通センターやフェリー

ふ頭のほか、地域産業の発展を支援する産業支援センターや道立工業技術センター、北海道

大学水産学部、市立函館病院が立地しています。 

 当地区の人口は市全体の約 12％を占め、高齢化率は約 28.4%と市の平均（約 35.5%）と比べ

るとかなり低くなっています。 

 

 

 

 

資料：国土数値情報（500m メッシュ別将来（2040）推計人口、平成 30（2018）年国政局推計） 

函館バス GTFS データおよび函館バス HP 

図 6-13 北部地区の概況（人口・施設立地） 
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2) 当地区の公共交通 

 

資料：函館バス GTFS データおよび函館バス HP 

図 6-14 北部地区の公共交通 

 

a) 鉄道 

 函館本線の桔梗駅を擁し、46 本/日（平日）が運行しています（令和 4(2022)年 10 月時点）。 

 

b) 市電 

 地区内に市電電停は無し。 

 

c) 路線バス 

 40 系統（平日：264 本/日、休日：214 本/日）運行（令和 4(2022)年 10 月時点）。 

 道南エリアにおける機関病院である市立函館病院には 16 系統が乗り入れており、市内の各

交通拠点だけでなく、七飯町方面や北斗市方面など、市外とも結ばれています。 
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d) 公共交通に対するニーズ 

 公共交通（路線バス・市電）への改善要望は、運行本数に次いで、路線のわかりやすさ、停

留所の快適さなどが挙げられています。 

 

資料：住民アンケート調査（令和 4(2022)年 9 月）から北部地区在住の方の意見を抜粋 

図 6-15 北部地区の公共交通に対するニーズ 

 

3) 当地区の公共交通に関する問題点 

当地区の概況や公共交通の運行・利用実態、移動特性を踏まえた当地区における公共交通に関す

る問題点は、下記のとおりです。 

 

問題点①：バス停が離れていることから、交通の利便性が低いエリアが存在する 

・地区内におけるバス停 300m 圏のカバー率が低く、バス停まで離れていることで交通の利便性

が低くなっているエリアが存在しています。 

 

問題点②：公共交通への満足度が低い 

・公共交通（路線バス・市電）に対して、満足に思っている人より不満に思っている人の割合が

高く、運行本数のほか、路線のわかりやすさなどへの改善要望が多くなっています。 
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(6) 東部地区 

1) 当地区の概況 

 当地区は市の北東部に位置し、合併前の戸井町、恵山町、椴法華村、南茅部町の４区域から

なる地区であり、主として森林と海岸沿いの漁業集落で形成されています。道立自然公園に

指定されている恵山があるほか、令和 3(2021)年に世界文化遺産に登録された「北海道・北

東北の縄文遺跡群」の構成資産である大船遺跡と垣ノ島遺跡があります。 

 当地区の人口は市全体の約 4％を占め、高齢化率が 48.6％と最も高齢化が進んだ地区となっ

ており、今後も更なる人口減少が予想されています（令和 22(2040)年/令和 2(2020)年比で

約 69%まで減少見込み）。 

 

 

 

資料：国土数値情報（500m メッシュ別将来（2040）推計人口、平成 30（2018）年国政局推計） 

函館バス GTFS データおよび函館バス HP 

図 6-16 東部地区の概況（人口・施設立地） 
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2) 当地区の公共交通 

 

資料：函館バス GTFS データおよび函館バス HP 

図 6-17 東部地区の公共交通 

 

a) 鉄道 

 地区内に鉄道駅は無し。 

 

b) 市電 

 地区内に市電電停は無し。 

 

c) 路線バス 

 9 系統（平日：46 本/日、休日：41 本/日）運行（令和 4(2022)年 10 月時点）。 

 市内中心部からは、戸井地区側から乗り入れる路線と、南茅部地区側から乗り入れる路線が

あり、それぞれ日ノ浜団地前バス停と、南茅部支所前バス停が乗継ぎ拠点となっています。 

 南茅部地区側は鹿部町方面とも結ばれています。 

 

d) 市営などの生活圏交通 

 地域福祉バスや病院送迎バスなど、地区内には交通空白地域を補う生活圏交通が運行してい

ます。 
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e) 公共交通に対するニーズ 

 公共交通（路線バス・市電）への改善要望は、運行本数に次いで、運賃の高さや、乗降しや

すい車両などが挙げられています。 

 

資料：住民アンケート調査（R4.9）から東部地区在住の方の意見を抜粋 

図 6-18 東部地区の公共交通に対するニーズ 

 

3) 当地区の公共交通に関する問題点 

当地区の概況や公共交通の運行・利用実態、移動特性を踏まえた当地区における公共交通に関す

る問題点は、下記のとおりです。 

 

問題点①：他地区より高齢化率が高く、移動手段を持たない高齢者の増加が見込まれる 

・高齢化率が 48.6%と、市の平均（35.5%）よりも高齢化が進んでおり、今後さらなる高齢化が進

んだ際に、移動手段を持たない高齢者の増加が見込まれます。 

 

問題点②：路線バスの利用が低迷している 

・当地区の路線バスはいずれも利用者が少なく、補助金を投入しながら運行している状態にあり、

バス路線の維持が困難になってきています。 

 

問題点③：バスの運行本数が少なく、バス停も離れていることから、交通の利便性が低い 

・人口自体が少なく、利用者が少ないこともあり、路線バスの運行便数が少ない、バス停まで離

れている等の理由により、交通の利便性が低くなっています。 
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(7) 市全域 

1) 市民の全体的な傾向・意向 

住民アンケートによれば、自分で車を運転しない約 35%の住民のうち、約 75%は自分以外の運転

で送迎してもらう手段があるため、自家用車での移動手段をもたない方は全体の 10%未満です。一

方で、現在、日常的に自分で車を運転している人に、運転が困難になった場合にどのように移動す

るかを調査したところ、運転が困難になった場合の移動手段は約 75%の人が「路線バスや市電など

の公共交通」と答えています。また、自分で運転が困難になった場合の外出頻度について、80%以

上の人が「外出頻度が減る」と答えています。 

このことから、現状は、路線バス等の公共交通の利用が低迷していますが、今後も高齢化が進展

することを考慮すると、自分で車を運転できなくなる方の割合が増加していくことで、公共交通の

必要性・重要性が高まっていくと考えられます。 

 

2) 市全域に関わる交通動向 

令和 12（2030）年度に北海道新幹線札幌開業が予定されており、函館市においては、札幌方面

への交通機関軸を北海道新幹線が担うようになり、地域の幹線・広域交通網が大きく変化します。

本計画の計画期間は令和 10（2028）年度までではありますが、北海道新幹線札幌開業を見据えて

検討していくことが必要と考えられます。 

 

3) その他地域全域に共通する公共交通に関する問題点 

地域の高齢化が進んでいますが、公共交通ドライバーも例外なく高齢化しており、今後、各交通

事業者において、ドライバー不足が深刻化し、事業の継続に大きな影響を与える可能性があります。

加えて、北海道新幹線札幌開業に伴う地域交通の確保方策によっては、更なるバスドライバー不足

が懸念されます。 
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 6.2 解決すべき公共交通の課題 

函館市の全域に共通する問題点や地区ごとの公共交通に関する問題点を踏まえて、本計画で対応す

べき公共交通の課題をとりまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-19 公共交通に関する問題点を踏まえた本計画で対応すべき課題 

 

 課題①：バス路線網が複雑に入り組んでいるなど、高齢者の通院・買物、通勤・通学、観光客に 

とって利用しにくい  

・函館市の高齢化率は北海道平均よりも高い水準で推移しており、今後のさらなる高齢化の進行

により移動手段をもたない高齢者の増加が見込まれることから、地域公共交通による高齢者の

足の確保がより重要になってきます。 

・市民を対象としたアンケート調査によると、公共交通に対する改善点として、「運行本数を増や

す」に次いで、「わかりやすい路線にする」、「停留所にベンチや屋根を設ける」の順になってい

ます。 

・高校生を対象としたアンケート調査によると、冬期は約 1/4 が通学時に路線バスを利用するな

ど、重要な交通手段の一つとなっています。 

・市中心部への通勤者を対象としたアンケート調査においても、公共交通の利便性が高まれば、

約半数が公共交通への転換の可能性があると回答しており、移動ニーズのポテンシャルを持っ

ていると言えます。 

・観光客も市電等の公共交通を利用しており、比較的満足度は高いですが、函館市のさらなる観

光振興に向けては、インバウンドを含めた観光客にとっても乗継利便性が高く、利用しやすい

地域公共交通としていく必要があります。 

  

課題①：バス路線網が複雑に入り組んでいるなど、高齢者の通院・買物、通勤・通学、

観光客にとって利用しにくい 

課題②：路線バスなどの公共交通の利便性が低いエリアが存在 

課題③：人口減少に加え、コロナ禍により、路線バスなどの利用者数が低迷 

課題④：バス・タクシードライバーの高齢化などにより、公共交通の担い手が不足 
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 課題②：路線バスなどの公共交通の利便性が低いエリアが存在  

・東部地区などの郊外部においては、利用者が少ないこともあり、路線バスの運行便数が少なく

なっているほか、バス停までの距離が離れている等の理由により、負のスパイラルに陥ってお

り、これまでの定時定路線型の路線バスの維持は難しい状況になっています。 

・北部地区においては、地区内におけるバス停 300m 圏のカバー率が低く、バス停まで離れてい

ることで交通の利便性が低くなっているエリアが存在しています。 

・西部地区の函館山山麓地区においては、急な斜面に宅地が立地しており、狭隘な細街路も多く、

バス停・電停までの距離が遠いなど交通上の課題を抱えています。 

・このようなエリアにおいても、市内中心部など、生活において必要な市内の拠点にアクセスで

きるように、一定程度の利便性を備えた地域公共交通を確保することが必要です。 

 

 課題③：人口減少に加え、コロナ禍により、路線バスなどの利用者数が低迷  

・路線バスや市電の利用者数は、過去 10 年程度は概ね横ばいで推移してきましたが、令和

2(2020)年度には、コロナ禍により激減しています（路線バス：約 2 割減、市電：約 4 割減）。 

・鉄道やタクシーについては、コロナ禍前から既に利用者が減少傾向にあります。 

・これまでのバス路線網は、系統番号の見直しなどで分かりやすさの確保に努めてきた一方で、

利用者の利便性確保のため、目的地まで乗継ぎ無しで行けるよう多くの路線が運行しており、

同じ目的地に行くにも多数の路線が存在するなど、来訪者などにとって、複雑でわかりにくい

という面もあります。 

・また、函館市特有の扇状の地形から、函館駅前バス停に向かうためにバス路線が集中している

上に、その多くが市電と競合していることから、非効率な運行を強いられているという問題も

あります。 

・そういった中で、公共交通を持続的に確保していくためには、利便性向上等を図りながら、各

交通モードの特性を組み合わせた利用促進が重要になります。 

 

 課題④：バス・タクシードライバーの高齢化などにより、公共交通の担い手が不足  

・地域のバス・タクシードライバーが高齢化し、ドライバー不足が路線バスの運行に支障をきた

すようになってきています。 

・加えて、現在協議が進められている北海道新幹線札幌開業に伴う、地域交通の確保方策によっ

ては、更なるドライバー不足が懸念されます。 
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 7.  計画の基本的な方針・目標 
 7.1 計画の基本的な方針 

「 6. 解決すべき公共交通の課題」や上位・関連計画等を踏まえて、本計画の基本理念および基本的

な方針を下記のとおり定めます。 

 

【基本理念】 

まちづくりと一体となった将来にわたって持続可能な公共交通ネットワークの構築 

 

【基本的な方針】 

Ⅰ 市民生活を支える効率的で利便性の高い公共交通ネットワークの形成 

Ⅱ 来訪者にとってもわかりやすい公共交通の形成 

Ⅲ 公共交通の持続性の確保 

 

 基本方針Ⅰ：市民生活を支える効率的で利便性の高い公共交通ネットワークの形成  【課題①②③】       

路線バスや市電などの公共交通は、今後、さらなる増加が想定される移動手段をもたない高齢者の

通院・買物などの生活の場面や、通勤・通学など、市民生活の多くの場面で必要とされています。 

しかし、路線網のわかりにくさに加え、公共交通の利便性が低いエリアも市内に存在していること

から、市民生活における地区内や地区間の移動を適切に確保していくため、次ページに示す「目指すべ

き将来の公共交通ネットワーク」をイメージしながら、効率的かつ利便性の高い公共交通ネットワー

クの形成を進めます。 

 基本方針Ⅱ：来訪者にとってもわかりやすい公共交通の形成            【課題①③】          

函館市には、国内外から多くの観光客が訪れ、市電をはじめとする公共交通は市内観光の足として

利用されています。 

複数の交通モードが充実している函館市にあっては、航空機や鉄道などの広域交通と市内交通が一

体となり、市民だけでなく、来訪者にもわかりやすい切れ目のない公共交通の形成を目指します。 

 基本方針Ⅲ：公共交通の持続性の確保                       【課題③④】    

人口減少に加え、わかりにくい路線網、さらには新型コロナウイルス感染症の影響により、公共交通

の利用者が低迷しています。加えて、公共交通の担い手不足も懸念されていますが、このような中にあ

っても、市民生活や観光振興を支える公共交通は、将来にわたる持続性を確保していかなければなり

ません。 

 

 上記方針に基づく取り組みは，持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）のうち「11 住み続けられるまちづ

くり」と関連するものであり，本計画の推進がＳＤＧｓの推進に資するものと考えます。 

 

ＳＤＧｓ：持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）の略で、2015 年 9 月に国連サ

ミットで採択された、持続可能でよりよい世界を実現するための 17 のゴールと 169

のターゲットで構成された 2030 年までの先進国を含む国際社会共通の目標。 
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【函館市の「目指すべき将来の公共交通ネットワーク」イメージ】 

・市内の公共交通ネットワークは、交通機関軸である鉄道の主要駅と市電の主要電停、市内の主

要拠点（五稜郭、美原、南茅部支所、恵山（日ノ浜団地））を「主要交通結節点」に位置付けて、

それらの拠点間を結ぶ公共交通を主に路線バスが担う「幹線交通」が接続します。 

・幹線交通上の主要なバス停を「主要交通結節点」を補完する「補完交通結節点」として位置づけ

ます。「主要交通結節点」や「補完交通結節点」と市内の居住区域を「フィーダー交通」が接続

し、路線バスやコミュニティバス等の地区特性に応じた交通モードがその役割を担います。 

・市街部における結節点を結ぶ幹線から目的地までの交通を「結節点内交通」とし、路線バスやデ

マンドバス等の地区特性に応じた交通モードがその役割を担います。 

表 7-1 目指すべき将来の公共交通ネットワークの構成と役割 

種別 役割 対象となる交通モード・拠点 

交通機関軸 
幹線交通とともに、主要交通結節点間を結ぶほ

か、鉄道は市外との広域交通も担う。 
鉄道、市電 

幹線交通 主要交通結節点や補完交通結節点間を結ぶ。 路線バス 

フィーダー 

交通 

各居住区域や地区交通結節点と主要交通結節点・

補完交通結節点を結ぶ。 

路線バスやコミュニティバス等の地

区特性に応じた交通モード 

結節点内 

交通 

市街部における結節点を結ぶ幹線から目的地ま

での交通を担う。 

路線バスやデマンドバスなどの地区

特性に応じた交通モード 

主要交通 

結節点 

鉄道の主要駅と市電の主要電停、市内の主要拠点

を位置付ける。 

函館駅、五稜郭駅、十字街、湯の川（湯

倉神社前）、五稜郭、美原（亀田支所

前）、南茅部支所、恵山（日ノ浜団地） 

補完交通 
結節点 

主要交通結節点を補完する幹線交通上の主要な
バス停を位置付ける。 

深堀町、花園町、神山通、昭和 

 

図 7-1 函館市の「目指すべき将来の公共交通ネットワーク」（函館市街部）イメージ 
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 7.2 基本方針の実現に向けた計画目標 

本計画の基本方針を実現していくため、次のとおり計画目標を定めます。 

 

図 7-3 基本方針実現に向けた計画目標 

 

 計画目標①：地区特性に応じた最適な運行形態による移動サービスの導入と再編  

函館市の「目指すべき将来の公共交通ネットワーク」のイメージを念頭に、「幹線交通」と「フィー

ダー交通」の役割を意識した分かりやすい路線バスネットワークへの再編や既存バス路線のコミュニ

ティ交通への転換（車両の小型化、デマンド化など）、公共交通空白エリアへの新たな移動サービスの

導入など、地区特性に応じた最適な運行形態による、効率的で利便性の高い公共交通ネットワークの

形成に向けた検討・取組みを行っていきます。 

 

 

 計画目標②：交通機関間の接続の円滑化  

「主要交通結節点」、「補完交通結節点」において、「交通機関軸（鉄道・市電）」、「幹線交通」、「フィ

ーダー交通」、「結節点内交通」といった各交通をシームレスに利用できる環境を構築するため、交通モ

ード間の相互連携による接続性向上や交通拠点の機能強化による乗換環境の向上等、乗継利便性や円

滑性の向上に向けた検討・取組みを行っていきます。 

 

 

 計画目標③：公共交通の利便性向上と意識醸成による利用促進  

路線バスなどの公共交通の利用が低迷する中で運行の持続性を確保し、公共交通を維持していくた

め、市民への広報活動などによる、公共交通利用の意識付けや、公共交通の利便性向上、利用しやすい

環境づくりを行い、公共交通の利用促進を図ります。 
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 計画目標④：地域公共交通の担い手確保  

公共交通ドライバーが不足する中で、市内の公共交通ネットワークを維持・確保していくため、公共

交通ドライバーの新規採用に向けた取組みや既存のバス路線のコミュニティ交通等への転換（車両の

小型化によるドライバーの選択肢の拡大）など、公共交通に係る担い手の確保に向けた取組みを行っ

ていきます。 
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 8.  目標達成のための施策・事業 
 8.1 目標達成のための施策・事業の位置付け 

本計画の基本方針の実現に向けた計画目標を達成するための施策・事業は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-1 基本方針・計画目標達成のための施策・事業 
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 8.2 各施策・事業の実施方針 

① バス路線の維持および効率的な公共交通ネットワークの形成 計画目標①③に対応 

概要 

市内の路線バスは、各系統が複雑に入り組んでおり、運行の効率性や路線のわかりやす

さに課題を抱えています。また、市民アンケートにおいても、運行本数を増やして欲しい、

わかりやすい路線にして欲しいという意見が多いことから、利便性の低さが利用者数の

低迷に繋がり、路線バス事業の持続性が危ぶまれる可能性があります。 

そこで、路線バスを将来にわたって持続可能なものとするため、引き続き補助金を活用

して市民生活に必要なバス路線を維持するとともに、バス路線の運行効率化と効率的で

誰にとってもわかりやすい、目指すべき将来の公共交通ネットワーク形成に向けた検討

を行います。 

具体的 

な内容 

●補助金の活用によるバス路線の維持               

・既存バス路線において、必要に応じて下記に示す国の補助制度等を活用することで、市

民生活に必要な生活交通ネットワークの確保・維持を図ります。 

・地域間幹線系統：複数市町村にまたがる幹線系統で、函館市内中心部から郊外部や近隣

市町を繋ぐ比較的長大な路線が多く、特に郊外部に居住する住民にとって、日常生活

（通院・通学等）を支える重要な路線であることから、国庫補助金等を活用しつつ、利

用促進に努め、路線を維持します（※対象系統は別表１）。 

・地域内フィーダー系統：既存路線バスへのアクセスが困難であった市道高松新湊線の沿

線において、幹線交通の拠点である湯倉神社前バス停までを接続する望洋団地線を平

成 30（2018）年度より運行しており、高齢者の買物需要等を満たす重要な路線として、

引き続き生活交通としての需要が高いことから、今後も地域内フィーダー系統として

路線を維持します。 

  起  点：新湊高台・函館共働宿泊所 

  経 由 地：湯倉神社前 

  終  点：新湊高台・函館共働宿泊所 

  運行本数：３便／日（火・木・日曜運行）  運 行 者：函館バス（株） 

  事業区分：４条乗合            運行態様：路線定期運行 

図 8-2 望洋団地線運行路線図 
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・広域生活交通路線：広域的に運行する生活路線で、地域間幹線系統と同様に地域住民等

の日常生活を支える重要な路線であり、北海道と協調した補助を実施しつつ、利用促進

に努め、路線を維持します。（※対象系統は別表２） 

・函館市内完結路線（函館市単独補助路線）：函館市内のみを運行区域とする路線で，市

内をくまなく網羅するように運行しており、函館市内における日常生活の足としての

重要な役割を持つ路線であることから、これを維持するため、運行効率化を図りつつ、

赤字路線については補助金の活用により路線を維持します（※対象系統は別表３）。 

 

●系統の集約化などによる運行効率化 

・系統が重複し、非効率な運行となっているバス路線については、利便性や採算性等を考

慮しながら集約するなど、運行の効率化を図り、市民、来訪者にとって「わかりやすさ」、

「利用しやすさ」の向上を目指します。 

・効率的かつ、わかりやすい公共交通ネットワークを構築することを目的に、令和 4 年

度から美原エリアゾーンバスシステムを導入し、運用を行っているところです。 

・導入したゾーンバスシステムについては、効果検証を行った上で、必要に応じて見直し

を行うこととします。 

 

【再編イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状の複雑なバス路線網    ⇒   将来の公共交通ネットワーク 

図 8-3 市内公共交通網イメージの比較 

 

 

実施主体 交通事業者、行政 
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② 地区特性に応じた運行形態の見直しによる交通の確保 計画目標①④に対応 

概要 

本市郊外部のバス路線は、運行便数が少ないことや、バス停まで遠いことなどから、路

線バスの利用者数が減少し、それに伴い便数が減少することで、さらに利便性が低下して

いく負のスパイラルに陥っています。そのため、慢性的な赤字路線となっており、国や道、

市から多額の補助金が投入されている状況にあるほか、市街化区域においても、バス停ま

で遠いことや、急な斜面に宅地が立地しているなど、交通上の課題を抱えている地区があ

ります。 

人口分布・住民の年齢層・地形などの要因により交通上の課題は地区により異なるた

め，今後の持続可能な交通の確保を目指し、新たな交通の導入を含め、路線バスだけに頼

らない地区特性に応じた運行形態の検討を進めます。 

具体的 

な内容 

●路線バス利用者が少ないエリアの運行形態の見直し 

・東部地区は人口が少なく、路線バス利用者数も少ないという実情から、将来的なバス路

線廃止を見据え、新たな交通の導入を検討する必要があります。 

・運行車両の小型化，予約運行方式や自家用有償旅客運送の導入など、地域の実情に合っ

た効率的な運行形態により、地域の足の確保を目指します。 

・また、市が運行する地域福祉バスや学校等送迎バス，病院バス等の活用を検討する必要

があるほか、ドライバー不足に配慮する必要があります。 

＜参考＞自家用有償旅客運送 

・自家用有償旅客運送とは、バス・タクシー事業が成り立たない場合であって、地域における輸送手段

が必要な場合に、必要な安全上の措置をとった上で、市町村や NPO 法人等が、自家用車を用いて提供

する運送サービスです。活用すべき地域の多様な輸送資源のひとつとして国が示しており，「２種運転

免許保有者」のほか，「自家用有償旅客運送の種類に応じた大臣認定講習を受講した１種運転免許保有

者」が運転者となることが可能で、ドライバー不足への対応策のひとつとして期待されています。 

 

●公共交通の利便性が低いエリアの解消に向けた新たな交通の導入検討 

・北部地区には、バス停 300ｍ圏（概ね徒歩 5 分以内）人口カバー率が低く（約 57%）、

アンケート調査結果でも北部地区住民の公共交通に対する満足度が低いなど、バスの

利便性が高いとは言えないエリアがあります。 

・また、西部地区は函館山山麓の急な斜面に宅地が立地しており、狭隘な細街路も多く、

バス停・電停までの距離が遠いなど交通上の課題を抱えています。 

・そこで、これらの地区における交通利便性を向上させるため、これまでの定時定路線型

のバス路線でだけでなく、AI デマンド交通（詳細は施策④参照）などを含む新たな技術

を用いた交通の導入などを検討します。 

実施主体 交通事業者、行政 
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③ バス路線網を踏まえた交通結節点の乗継利便性向上 計画目標②③に対応 

概要 

効率的で利便性の高い公共交通ネットワークの形成にあたっては、交通結節点での乗

継利便性の重要性はより高いものとなることから、多様な利用者の誰もがシームレスか

つ安全・快適に公共交通で移動できる環境を確保するため、情報発信の充実やダイヤの見

直しなどにより、乗継利便性の向上を図ります。 

具体的 

な内容 

●情報発信の充実 

・地域に不慣れな来訪者や高齢者、障がい者等に対して移動を支援するため、ユニバーサ

ルデザインを考慮した情報提供方法を検討します。 

・ICT 技術などの活用によるシームレスな乗継情報の提供を検討します（詳細は施策⑥参

照）。 

＜参考＞スマートバス停 

・スマートバス停とは、バス停に設置された画面にバスの運行時刻表、運行に関する告知文や広告など

をリアルタイムに表示できるバス停のことで、運行時刻表や系統図を拡大・縮小表示できることに加

えて、次に到着する予定のバスに関する情報や、急な運休情報などを随時表示できることから、利便

性が向上するほか、時刻表作成の自動化や貼り替え作業が不要となるなど、公共交通事業のＤＸ（デ

ジタル・トランスフォーメーション）推進に大きな効果が期待されています。 

                

 

 

 

 

 

 

 

               資料：株式会社 YE DIGITAL 

図 8-4 スマートバス停イメージ 

●ダイヤ見直しによる接続性向上 

・乗継利便性を考慮したダイヤの見直しにより、交通結節点における接続性の向上を図り

ます。 

 

●バス停の待合環境向上 

・待合環境の快適性向上、乗継ぎ時の抵抗感軽減などを目的に、交通結節点となるバス停

付近の施設・店舗等の協力による待合環境の向上を検討します。 

 

実施主体 交通事業者、行政 
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④ 新技術を活用した新たな移動サービスの活用検討 計画目標①②③④に対応 

概要 

近年、AI を活用したデマンド交通やグリーンスローモビリティ等、新たな移動サービ

スに関わる新技術の開発が進んでおり、地域の移動手段の確保や、地域活性化等を図るた

めの方策となることが期待されています。 

そこで、円滑で利便性の高い移動環境の確保を図るため、これらの新たな移動サービス

の活用に向けた検討を行います。 

具体的 

な内容 

●AI デマンド交通の活用検討 

・AI デマンド交通とは、AI を活用した効率的な配車により、利用者予約に対し、リアル

タイムに最適配車を行うシステムです。 

・運行本数の少なさや、バス停までの距離などの課題を抱えている交通弱者に対して、移

動手段を確保するための解決策の一つとして期待されており、函館市内でも産学連携

による AI デマンド交通の実証実験が実施されておりますので、今後、メリット・デメ

リットを踏まえ、活用の可能性を検討していきます。 

＜参考＞未来大 AI マースの実証実験 

・公立はこだて未来大学の学生、教員や、赤川・美原エリアにおける住民を対象とし、通勤・通学や買

物等における利便性向上等による、定時定路線バス運行からデマンド交通へのシフトの可能性調査を

目的とした実証実験が行われました（令和４(2022)年 12 月～令和５(2023)年 2 月実施）。 

・スマートスピーカーやスマートフォン、タブレット等の ICT 技術を活用した配車予約方法を提供する

など、先進技術を活用することで、これまでのオペレーターを配備しての電話予約に頼らない、低コ

ストで持続可能なデマンド交通運行の実現性について検討が行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-5 未来大ＡＩマース（株式会社未来 SHARE） 

 

●グリーンスローモビリティ（グリスロ）の活用検討 

・グリスロとは、時速 20km 未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな移動

サービスで、その車両も含めた総称のことをいいます。 

・特長としては、環境への負荷が小さく、狭い路地も通行が可能で、高齢者の移動手段の

確保や観光客の周遊に資する「新たなモビリティ」として期待されています。 

・函館市内でもグリスロの実証運行が実施され、その結果一定の有用性は確認されたこと

から、今後はメリット・デメリットを踏まえ、事業採算性等も考慮しながら、市内にお

ける３次交通としての活用の可能性を検討していきます。 
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＜参考＞西部地区および南茅部地区における実証運行 

・急な坂道かつ、狭隘な道路に住宅が張り付いている西部地区と、世界遺産に指定された縄文遺跡群が

急な坂に存在する南茅部地区（東部地区）の２地区において、両地区に共通する地形的な問題である

「坂道の移動バリア解消」をテーマに掲げ、低速電動カートを用いた実証運行を行い、導入可能性を

検証しました（西部地区：令和４(2022)年 8 月～9 月、南茅部地区：令和４(2022)年 9 月実施）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-6 グリスロの実証運行の様子（左：西部地区、右：南茅部地区） 

 

●環境に配慮した公共交通の実現に向けた新たなバス車両の導入検討 

・ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）と呼ばれる，クリーンエネルギー中心の社

会システムへの移行を意識し，化石燃料を用いた現行車両と比較して環境負荷の低い，

ＥＶ（電気自動車）バス等の導入を検討します。 

・ＥＶバスは，航続可能距離や長い充電時間により運行内容が制約されるという課題があ

ることから，導入にあたっては車両の特性を踏まえた運行内容など，事前の検討が重要

となります。 

 

実施主体 交通事業者、行政 
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⑤ 公共交通の利用促進に向けたソフト施策の推進 計画目標③に対応 

概要 

市内の移動の約 7 割が自動車によるものであり、他の地方都市と同様、自動車へ過度

に依存した状態にあると言えます。 

こうした状況から脱却するためには、公共交通の利用に対する理解醸成が重要となる

ことから、公共交通を利用することのメリットや自らのライフスタイルに合った利用方

法を知っていただくためのソフト施策を実施します。 

具体的 

な内容 

●広報・イベント活動による公共交通の利用促進 

・移動手段の公共交通への転換を促すイベントの開催や、バス乗り方教室の開催などによ

り、公共交通の利用促進を図ります。 

■はこだてスマートムーブデーの継続実施 

・それぞれのライフスタイル・ビジネススタイルに応じて、温室効果

ガスの排出を削減する「エコな移動」を実践するきっかけづくりと

して、毎月第１金曜日を「はこだてスマートムーブデー」とし、公

共交通での移動等を推奨しています。 

 

■地域を対象とした出前講座や公共交通の乗り方教室等の開催 

・今後の交通のあり方や公共交通の便利な使い方などを説明する出前

講座の開催や、公共交通の便利な乗り方教室など、公共交通への関

心を高め、利用を促進する取り組みを実施します。 

 

＜参考＞函館バスの「バス冒険キング」 

・函館バスでは、小中学生を対象に、夏休み・冬休み期間中に函館バ 

ス車内で「記名式の ICAS nimoca カードをはじめとするニモカカ 

ード」で支払った乗車料金のうち、半額が後日ポイントバックされ 

る事業を実施している。 

 

 

 

 

●地域住民との意見交換会の実施 

・新たな交通モードの導入を検討する際に，地域

住民、交通事業者、行政の三者による意見交換

会を実施し、公共交通の現状への理解醸成を図

るとともに、住民からの公共交通に対する要望

を共有し、より効果的な導入方法を検討するた

め、持続可能な移動手段の確保や充実に向けた

検討の場を設けます。 

実施主体 交通事業者、行政、市民 

図 8-9 東部地区におけるワークショップの 

様子（令和 4(2022)年 10 月） 

図 8-7 

はこだてスマートムーブデーポスター 

図 8-8 バス冒険キング 

(令和 4(2022)年)ポスター 
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⑥ 来訪者にとっても公共交通を利用しやすい環境の構築 計画目標③に対応 

概要 

地域の観光資源や大規模イベントと連携した乗車券の販売や、交通分野におけるＤＸ

（デジタルトランスフォーメーション）と呼ばれる MaaS（サービスとしての移動）の概

念を取り入れ、ICT 技術などの活用により、適切な移動方法の組み合わせを提案し、異な

る交通機関相互の乗り継ぎおよび決済について連携するなどにより、市民はもちろん、市

内の地理に不慣れな来訪者にとっても公共交通を利用しやすい環境の構築など、公共交

通利用促進の取組みを検討します。 

具体的 

な内容 

●ICT 技術などの活用によるシームレスな乗継情報の提供 

・交通事業者が作成する GTFS データ（標準的なバス情報フォーマット）等を活用するこ

とにより、市民にとっての利便性向上を図ることに加え、観光客など市内の地理に不慣

れな来訪者でも、市電や路線バスなど各交通モード間のスムーズな乗換ができる環境

の構築を目指します。 

■交通モード間を繋ぐ乗継アプリの導入検討 

・市電・バスをまたいだ経路案内や市内の交通事情等に特化したアプリなどの導入に向けた検討を

行います。 

 

 

 

 

 

 

図 8-10 乗り継ぎアプリイメージ 

 

＜参考＞市電やバスなどが便利に利用できるウェブサービス「DohNa!!（ドーナ）」 

・函館の市電やバス、近郊の鉄道やフェリー会社などが連携し、Google マップで経路を検索したり、乗

り放題チケットをスマートフォンで購入・使用できるなどのサービス 

 

 

 

 

 

 

 

資料：DohNa!!ホームページ 

図 8-11 「DohNa!!」イメージ 

実施主体 交通事業者、行政 

一括で検索・
支払い！

（イメージ）
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⑦ 公共交通ドライバーの確保 計画目標④に対応 

概要 

公共交通の維持・確保に必要なドライバーを確保していくため、ドライバーの新規採用

に向けた広報や就職活動イベントなど、公共交通ドライバーの魅力や業務内容、社会的な

重要性などの情報発信を行います。 

具体的 

な内容 

●公共交通ドライバーの魅力などの発信 

・公共交通ドライバーという仕事に興味を持ってもらえるように、業務内容や公共交通ド

ライバーになるまでの道のり等を紹介する資料等を活用した情報発信や、雇用形態の

情報提供を含めた就職活動イベントの開催など、公共交通ドライバーの人材確保に向

けた取組みを、交通事業者や関係機関と連携して実施します。 

＜参考＞「キャリアパスガイド」「VR 動画」 

・北海道バス協会では、主に大学生や高校生を対象に、バスの運転業務に興味を持ってもらうため、バ

ス運転手への道のりや業務内容を紹介した「キャリアパスガイド」やバス運転手目線を体験できる「VR

動画」等を作成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北海道バス協会ホームページ 

図 8-12 北海道バス協会作成資料 

＜参考＞「バス運転体験＆合同就職相談会」 

・バスドライバーの確保対策として、平成 29(2017)年度以降、北海道バス協会と交通事業者、北海道等

が連携し、北海道内の各地で「バス運転体験＆合同就職相談会」を実施しています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8-13 バス運転手合同採用説明会チラシ（平成 30(2018)年 札幌地区） 

実施主体 交通事業者、行政 
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 9.  計画の達成状況の評価 
 9.1 目標達成状況のモニタリング方法 

本計画の目標の達成状況に関するモニタリング方法として、評価指標と目標値、評価指標の測定方

法を以下に示します。指標値の測定は、毎年度実施し、計画期間中における目標の達成状況を継続的

にモニタリングします。 

 

表 9-1 目標達成度の評価指標のモニタリング方法 

No 評価指標 現状値 目標値 
指標の考え方 

（下段は算出方法・目標値の考え方） 

対応する 

目標 

指
標
① 

公共交通利用者数の 

減少率と人口減少率 

の差 

公共交通利用

者数の減少率

＞人口減少率 

公共交通利用

者数の減少率

≦人口減少率 

（令和 10(2028)

年） 

人口減少の中でも路線バス利用者数の減

少を抑制し、持続可能な公共交通が実現

しているかを評価します。 
目標 

①②③ 基準年度（令和 4(2022)年度）から算出年度の

減少率を比較 

（網形成計画からの継続性を考慮し、同様の目

標値を設定） 

指
標
② 

乗合バス事業 

経常収支率 

67.6% 

（令和元(2019) 

年度） 

75% 

（令和 10(2028) 

年度） 

経営面から持続可能な公共交通を構築で

きているかを評価します。 目標 

①②③ 
函館バス（株）の乗合バス事業の経常収支率 

（コロナ前の数値を基準に目標値を設定） 

指
標
③ 

主要交通結節点 

利用者数 

5,224 人/日 

（令和 3(2021) 

年度） 

5,750 人/日 

（令和 10(2028) 

年度） 

主要交通拠点の利用状況を評価すること

で、公共交通がまちの賑わいに寄与してい

るかを評価します。 目標 

②③ 
函館駅前、五稜郭、亀田支所前、湯倉神社前

バス停の総利用者数（バス IC カード利用者） 

（現状値の約 1 割増により目標値を設定） 

指
標
④ 

公共交通利用者の 

満足度 

22% 

（令和 4(2022) 

年度） 

30% 

（令和 10(2028) 

年度） 

本計画にて定めた利便性に関する各種施

策等により、公共交通に対する市民の満足

度の向上が図られているかを評価します。 目標 

③ 
市民を対象としたアンケート調査における、市内

公共交通（路線バス・市電）に対する満足度 

（現状値の約３割増により目標値を設定） 

指
標
⑤ 

公共交通ドライバーの 

確保に向けたイベント 

の参加人数 

－ 

30 人/回 

（令和 6(2024) 

～10(2028)年度） 

本計画にて定めた担い手確保に関する各

種施策等により、公共交通ドライバーに対

する関心度を評価します。 
目標 

④ 
公共交通ドライバー募集に関するイベントを

対象 

（道内他地域の説明会の参加人数より、都市規

模を考慮した目標値を設定） 
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 9.2 評価結果を踏まえた計画の見直し（PDCA サイクル） 

本計画（Plan）の推進にあたり、計画期間である 5 年間において、毎年度、施策・事業の実施状況

（Do）を確認した上で、目標の達成状況（数値指標）を評価（Check）し、必要に応じて、施策・事業

の見直し（Action）を検討します。 

施策・事業の見直し結果を踏まえて、必要に応じて計画を改定するとともに、施策・事業に反映し

（Plan）、着実に施策・事業を実施（Do）していきます。 

本計画は、上記の PDCA サイクルを回しながら進捗を管理して運用します。なお、PDCA サイクル

による運用にあたっては、毎年度、函館市地域公共交通協議会を開催し、構成機関の認識の共通化を

図りながら進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-1 PDCA サイクルの構築イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Plan 
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Do 
 

計画の立案 
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付属資料 
(1) 函館市地域公共交通協議会 規約 
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(2) 函館市地域公共交通協議会の開催経緯 

 

 開催方式 開催日時 議題 

令和 4 年度 

第 1 回 

総会 

対面開催 

令和 4（2022）年 

4 月 25 日（月） 

10：50～ 

(1) 正副会長および監事の選任について 

(2) 令和４年度事業計画（案）および収支予算（案）

について 

(3) 函館市地域公共交通計画策定に係る調査事業に関

するプロポーザルの実施およびプロポーザル審査分

科会の設置について 

(4) その他 

令和 4 年度 

第 2 回 

総会 

対面開催 

令和 4（2022）年 

6 月 24 日（金） 

14：30～ 

(1) 令和５年度函館市地域内フィーダー系統確保維持

計画について 

(2) 令和４年度函館市生活交通改善事業計画（ユニバ

ーサルデザインタクシー等導入促進事業）の策定に

ついて 

(3) 七飯方面深夜乗合タクシーの運行について 

(4) グリーンスローモビリティ実証運行について 

(5) その他 

令和 4 年度 

第 3 回 

総会 

書面開催 
令和 4（2022）年 

8 月 22 日（月） 

(1) 函館バス株式会社における路線バスの経路変更お

よび廃止等について 

(2) 報告事項 

令和 4 年度 

第 4 回 

総会 

対面開催 

令和 4（2022）年 

12 月 21 日（水） 

10：00～ 

(1) 令和４年度函館市地域内フィーダー系統確保維持

事業（望洋団地線）の評価について 

(2) 令和４年度地域公共交通確保維持改善事業（計画

策定に係る事業）の評価について 

(3) 令和３年度地域公共交通バリア解消促進等事業

（バリアフリー化設備等整備事業）の評価について 

(4) その他 

令和 4 年度 

第 5 回 

総会 

対面開催 

令和 5（2023）年 

3 月 28 日（火） 

10：00～ 

(1) 函館市地域公共交通計画策定に係る調査業務の成

果報告および今後の検討の方向性について 

(2) その他 

令和 5 年度 

第 1 回 

WG 会議 

対面開催 

令和 5（2023）年 

9 月 22 日（金） 

10：00～ 

(1) 函館市地域公共交通計画について 

(2) その他 

令和 5 年度 

第 3 回 

総会 

対面開催 

令和 5（2023）年 

10 月 27 日（金） 

14：00～ 

(1) 正副会長および監事の選任について 

(2) 函館市地域公共交通計画（素案）について 

(3) 路線バス上限運賃改定に伴う協議運賃区間におけ

るバス乗車料金の改定について 

(4) その他 

※計画策定に関わらない項目については斜体とした 

 

 



　地域間幹線系統（本市内完結路線のみ）

９９Ａ ９１Ｃ ９１・９１Ａ

川汲鹿部線① 下海岸線① 下海岸線②

特徴
椴法華および南茅部地区
(古部方面)住民の川汲･旧
市内方面への主要路線

戸井および銭亀沢地区住民
の湯川方面への主要路線

戸井および恵山地区住民の
湯川方面への主要路線

運行区間

便数(平日)

函館ＢＣ～川汲
～椴法華支所前
往：２便/日
復：４便/日

函館ＢＣ～谷地町
～釜谷
３便/日

函館ＢＣ～五稜郭
～恵山御崎
８便/日

事業区分 ４条乗合 ４条乗合 ４条乗合

運行態様 路線定期運行 路線定期運行 路線定期運行

実施主体 函館バス(株) 函館バス(株) 函館バス(株)

利用状況
【利用が多い
区間】

「新川町」～
「南茅部支所前」

「五稜郭」～
「上古川町」

「函館駅前」～
「日ノ浜団地」

収支や
補助の状況

地域間幹線系統補助対象と
なっているが，平均乗車密
度が５人/便を下回ってお
り，収支はかなり厳しい状
況。

地域間幹線系統補助対象と
なっているが，平均乗車密
度が５人/便を下回ってお
り，収支はかなり厳しい状
況。

地域間幹線系統補助対象と
なっているが，平均乗車密
度が５人/便を下回ってお
り，収支はかなり厳しい状
況。

当該路線は，主に市内中心
部への通院や通学など，地
域住民にとって欠かすこと
のできない生活路線である
が，人口減少等に伴う利用
者の減が続いていることか
ら，地域住民等と今後の方
策について協議を行うな
ど，再編に向けた検討を
行っている。

当該路線は，主に市内中心
部への通院や通学など，地
域住民にとって欠かすこと
のできない生活路線である
が，人口減少等に伴う利用
者の減が続いていることか
ら，地域住民等と今後の方
策について協議を行うな
ど，再編に向けた検討を
行っている。

当該路線は，主に市内中心
部への通院や通学など，地
域住民にとって欠かすこと
のできない生活路線である
が，人口減少等に伴う利用
者の減が続いていることか
ら，地域住民等と今後の方
策について協議を行うな
ど，再編に向けた検討を
行っている。

・国庫補助事業等を活用し
つつ，利用促進に努め，当
面の間，路線の維持を目指
す。
・現在の地域の実情に合わ
せ，路線バスに拘泥せず，
地域住民の生活を守る公共
交通の持続的な確保に向け
て，検討を加速する。

・国庫補助事業等を活用し
つつ，利用促進に努め，当
面の間，路線の維持を目指
す。
・現在の地域の実情に合わ
せ，路線バスに拘泥せず，
地域住民の生活を守る公共
交通の持続的な確保に向け
て，検討を加速する。

・国庫補助事業等を活用し
つつ，利用促進に努め，当
面の間，路線の維持を目指
す。
・現在の地域の実情に合わ
せ，路線バスに拘泥せず，
地域住民の生活を守る公共
交通の持続的な確保に向け
て，検討を加速する。

系統名

方向性の
調整状況

概
　
　
要

計画本体に記載する
維持・確保の方針

（案）
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　広域生活交通路線（函館市関係路線）

系統名
運　行
事業者

起点 経由地 終点 キロ程

１２
旭岡団地線

函館バス㈱
昭和
ﾀｰﾐﾅﾙ

石川
鍛冶

旭岡中
学校前

22.4km

６２
中の橋線②

函館バス㈱
日吉
営業所

中の橋 市役所前 15.5km

４３Ａ
昭和船見線

函館バス㈱
昭和
営業所

市立
函館病院

船見町 13.5km

４３
昭和船見線②

函館バス㈱
昭和
営業所

五稜郭駅前 船見町 11.2km

５３
美原谷地頭線

函館バス㈱ 谷地頭温泉 中の橋
桔梗町
418

14.9km

６０Ａ
農住団地線

函館バス㈱
函館
ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ

農住団地
東山
ﾆｭｰﾀｳﾝ

13.0km

８２
見晴線

函館バス㈱ 函館駅前 深堀町
滝沢町
旋回場

13.3km

１８
上磯線

函館バス㈱
函館
ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ

七重浜 茂辺地 20.6km

※上記系統は全て，事業区分「４条乗合」，運行態様「路線
　定期運行」である。
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　函館市内完結路線（函館市単独補助路線）

系統名
運　行
事業者

起点 経由地 終点 キロ程

７Ａ・７Ｅ
空港循環線①

函館バス㈱ 函館空港 循環 函館空港 20.2km

７Ｂ・７Ｆ
空港循環線②

函館バス㈱ 函館空港 瀬戸川町 函館空港 21.7km

９
船見谷地頭線

函館バス㈱ 愛宕団地 公会堂前
谷地頭
温　泉

5.3km

４１
亀田日吉線①

函館バス㈱
昭和
営業所

柏木町
ﾎﾟﾘﾃｸｾﾝﾀｰ
函館

11.2km

４１Ａ
亀田日吉線②

函館バス㈱
昭和
営業所

工業
高校前

ﾎﾟﾘﾃｸｾﾝﾀｰ
函館

12.9km

４１Ｃ
五稜郭線

函館バス㈱ 五稜郭駅 五稜郭
工業
高校前

4.9km

４２
昭和日吉線

函館バス㈱
昭和
ﾀｰﾐﾅﾙ

中央昭和
ﾎﾟﾘﾃｸｾﾝﾀｰ
函館

12.0km

４３Ｂ
昭和船見線①

函館バス㈱
昭和
営業所

総合福祉
ｾﾝﾀｰ前

船見町 13.9km

４３Ｃ
昭和船見線②

函館バス㈱
昭和
営業所

函館駅前 西高校前 8.2km

４３Ｅ
昭和船見線③

函館バス㈱
函館高等
支援学校

棒二
森屋前

船見町 14.5km

４６・６４
富岡本通循環線

函館バス㈱
共愛会病院
正門前

亀田
支所前

共愛会病院
正門前

13.6km

４７Ａ
白鳥線

函館バス㈱
昭和
営業所

五稜郭 函館駅前 7.2km

４７・６７
鍛治・桐花循環線

函館バス㈱ 函館駅前
亀田
支所前

函館駅前 16.3km

５０
東山団地線

函館バス㈱
東山
墓園裏

亀田
支所前

赤川 9.2km

５１
富岡石川線

函館バス㈱
昭和
ﾀｰﾐﾅﾙ

五稜郭 函館駅前 12.1km

５１Ａ
富岡美原台線

函館バス㈱
昭和
ﾀｰﾐﾅﾙ

五稜郭 千代台 10.0km

５２・５２Ａ
美原循環線

函館バス㈱
亀田
支所前

美原台
団地

亀田
支所前

6.2km

５５
富岡赤川線①

函館バス㈱ 赤川
亀田
支所前

函館駅前 11.4km

５５Ａ
富岡赤川線②

函館バス㈱ 赤川
はこだて
未来大学

函館駅前 12.4km

５５Ｂ
富岡赤川線③

函館バス㈱ 小川の里
はこだて
未来大学

函館駅前 15.3km

５５Ｃ
富岡赤川線④

函館バス㈱ 赤川
はこだて
未来大学

西高校前 14.6km

５５Ｃ
富岡赤川線⑤

函館バス㈱ 元町
はこだて
未来大学

赤川 14.5km

５５Ｅ
富岡赤川線⑥

函館バス㈱ 赤川
亀田
支所前

西高校前 13.6km

５５Ｆ
富岡赤川線⑦

函館バス㈱ 赤川
はこだて
未来大学

千代台 10.6km
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系統名
運　行
事業者

起点 経由地 終点 キロ程

５５Ｇ
昭和赤川線

函館バス㈱
昭和
営業所

はこだて
未来大学

赤川 7.5km

５５Ｈ赤川
美原赤川線①

函館バス㈱
亀田
支所前

はこだて
未来大学

赤川 5.9km

５５Ｈ小川
美原赤川線②

函館バス㈱
亀田
支所前

はこだて
未来大学

小川の里 8.8km

５６
美原五稜郭線

函館バス㈱
亀田
支所前

千代台
亀田
支所前

9.1km

５８
美原神山循環線

函館バス㈱
亀田
支所前

神山
循環

亀田
支所前

9.1km

５８Ａ
美原東山循環線

函館バス㈱
亀田
支所前

東山
循環

亀田
支所前

13.2km

５９
旭岡団地線①

函館バス㈱
函館
ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ

花園町
旭岡中
学校前

19.6km

６０
農住団地線①

函館バス㈱ 函館駅前
農住団地
中央通

日吉
営業所

9.8km

６０Ｂ
農住団地線②

函館バス㈱ 元町
農住団地
中央通

日吉
営業所

12.0km

６１
東山陣川線

函館バス㈱
函館
ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ

五稜郭 上陣川 13.4km

６３
中の橋線

函館バス㈱
日吉
営業所

中の橋 市役所前 9.4km

６７Ａ
鍛治線①

函館バス㈱
昭和
営業所

五稜郭 函館駅前 8.9km

６７Ｂ
鍛治線②

函館バス㈱
函館高等
支援学校

五稜郭 函館駅前 11.9km

６９
陣川昭和線

函館バス㈱
昭和
営業所

四稜郭
上陣川
旋回場

7.7km

７０
花園銭中線①

函館バス㈱
銭亀沢
中学校

花園町
昭和
ﾀｰﾐﾅﾙ

19.7km

７０Ａ
花園銭中線②

函館バス㈱
銭亀沢
中学校

花園町
函館高等
支援学校

22.6km

７１
中ノ沢団地線

函館バス㈱
昭和
ﾀｰﾐﾅﾙ

花園町
函館
大学前

17.2km

７４
昭和日吉線

函館バス㈱
日吉
営業所

昭和 函館駅前 14.8km

７５
空港日吉線

函館バス㈱
日吉
営業所

湯倉
神社前

函館空港 7.4km

７６
昭和湯川線

函館バス㈱
函館
大学前

花園町
昭和
ﾀｰﾐﾅﾙ

8.6km

７６Ａ
湯川団地線

函館バス㈱
湯川団
地中央

花園町
昭和
ﾀｰﾐﾅﾙ

12.9km

７６Ｂ
旭岡団地線②

函館バス㈱
旭岡中
学校前

花園町
昭和
ﾀｰﾐﾅﾙ

14.7km

７８
昭和花園線

函館バス㈱
昭和
ﾀｰﾐﾅﾙ

五稜郭
函館
大学前

16.6km

８１
日吉戸倉線

函館バス㈱
日吉
営業所

函館
大学前

日吉
営業所

16.9km

８３
庁舎通勤線①

函館バス㈱
税務署
入口

函館
税関前

広野町 7.7km
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系統名
運　行
事業者

起点 経由地 終点 キロ程

８３
庁舎通勤線②

函館バス㈱ 広野町
合同
庁舎前

函館
税関前

6.8km

８４
日乃出･五稜郭循環線

函館バス㈱
函館
ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ

五稜郭
病院前

サツドラ
日乃出店

7.0km

８４
日乃出･五稜郭循環線

函館バス㈱
サツドラ
日乃出店

五稜郭
病院前

サツドラ
日乃出店

6.0km

８５
人見線

函館バス㈱ 函館駅前 人見町
日吉
営業所

8.3km

８５Ａ
美原深堀線

函館バス㈱
昭和
営業所

花園町 函館駅前 11.5km

９１Ｅ
下海岸線①

函館バス㈱
椴法華
支所前

海向山
日ノ浜
団地

7.5km

９１Ｆ
下海岸線②

函館バス㈱
日ノ浜
団地

古武井 恵山御崎 6.3km

９５
日吉漁火線

函館バス㈱ 函館駅前
漁火通
中央

日吉
営業所

9.8km

９５Ａ
湯川漁火線

函館バス㈱ 函館駅前
漁火通
中央

湯川中
学校前

7.1km

９６
漁火通空港線

函館バス㈱ 函館駅前
漁火通
中央

函館空港 10.7km

２２４
鹿部海岸線

函館バス㈱
南茅部
支所前

尾札部 古部 15.7km

※上記系統は全て，事業区分「４条乗合」，運行態様「路線
　定期運行」である。
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